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うと不阿保忌幸也市、生じ、o-じめ 3めと似たふう忍異色に，在仁之之乏の迫電百三こ

のあいだ、1二責主。て 1¥3J うにま十之た非封芳~~主〔盟事手、色の特寵〉ほ，決まつご

品川 1;，) むètJ~。手当瓜，観葉芭Gか怠らミ子社念に維 1) ご~ I1l ~ (t'り.立たをめ

ぐ主う怠人々から?三け件全がききあがでいき，と(¥ういおで・，註ゑほいたろと

ご 3栴要点から怠D たっ之 U るのであ~'"

走主主ld呈敢尽対案吉山攻守あるがち， 包急の註まえ史実e. 白ちのち訟で、苦とえてE

ろう Zすちた、ろう。このc主う怠仕方f立. T.:r:念の全免之εタト向吉良m担<に女寸免的

にとら土v をの全能7雪之をありあっとw-!繋亨~ことが‘ "Eぎるl:: I ¥う悉えっ5にお

ちひ〈。そ L九ゆえ‘イ国ゲら~:ð集合的志全保として往生 E1定えようとするのポ，

祉企本lきじて支配街・色決向な話国で、あゥた。二l1¥E:... )わたし}d.，比噌i的に、 r 

註乏の者工吾説J と坪びつ~と恩勺。ま江吾鼓の商図広.一夏服吉区た、丞み二手チヤ

す 1¥ 0 ~土してこの商図左豆本使式ヒしごうけ I ¥ ltLてιz之江¥あとは，箇ど全

俸と，この宮、たのの菅反す 5宅再をむのように組租さ t るかたも rtty'， 主た~建

静止の諌患としてのこさ lt\~ ニとにおるだ‘ラぅ。

話ニ念の濯工ろ良ι. 社全兎実に関 ~b 主主用上の頃報乏亀め、根首偽に室戸予して

主主活計Tに育用5知2耽に氾工 Lょう .怠と?とする啄色には，当主主命前提と L之

活か Lllてい ~Jう怠.社全杷准011注文さèf.> 3o Lかし.紅会、めこめclうな高[見

広 ，往生のm雪之さ晶玉 o とさとして!ユ， 'F::t全E... ìli似釣に，地~かち怠 ð生俸

のようにみ与すこと tで、き 4う，仁かし，乏m日往生の積E宣彦描l定E与え 5邑

のさ/d.7.き lυ 壱し祉会理主誌が¥社会規魚σ)i-t$rえの、十分に活確な周積成、左め

こ?すペ‘ミraのだと亨仇広ヘたι&理訴の境担fd.主 Lわめて不満足怠tラのた...~二三

わたしfd..粒~設β ち換の理詰へと，社全理論1の骨名芝組みがえ三='<:こ左.主

張 し た い の守あふ
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系金~にお町 三重之L1ij1弘く伊三戸.êt.'u巴吟fモ包れおct;o凡)が:雪怖の今ト寝丈のみかか~h

リ芝川ら~阻乏良定 ιょうと 商I\!..}L"主力t、内， をめり弓稲 乙 lZ ~ あ五 ふ ℃つの主

題性一一慢点一ーの存íi..E.出1f~どのうちに BF\ ;;みに泊三rRし之 Lまう 〆 ちょうど

竺~\ L J-y芯じぷうに，ヰ的包百亘に開IhO方渋的忘そロマ?ある科今かくた罵し之 l¥く

につ札ノ2(7)ーえで，記コの全性主菰eFう℃す3壱きかf，詑織の主演牲を併く二

と奄〈二倍程主として直l¥フブ汁て くarrきが芯かったの lユ，当れであ5。さ芯ガら

凹面鏡のように，置付と!の吃平のうえに憶が勺た工t<>文子ーメーI:J-，をの寺

前l之 ごのよフ 5主観性ε， (1主)，~寺、点、として 1筒βぐのであろ o 苛立さ災的芯前?立の

苦と|て主主主主 7位丞虫色といえ~. 17，祉が全侍尺に関1わろ認玖 瓜 Bるひと

つの主観にやって〈る尽か 1;;' 引い乏 L て，この主毘lユ，芝~!\皇与fJ..・・ 5 足、往

念という全住に色ま*-.~:Cのにしげ てE ぎ、1J. ¥ ¥ロごのヰ目豆豹后入取ろ町民にあざ

とく眼EQtíðc=3~，イヂオロギー附l 之し之の匂齢主主宰訳、駐してく

~o しかし.ごは1t;}. ~附註中途半端む後手ゴリ，平原巨l.H~ 当に Yことâ30 く

B ぜ、β ら.ちし勧匡亨~g:ら，この R菌作用区たちz ち色合色事の根却E 1tf. り

くすいしてしまいJ' eほや持程的に自足ιた(=震建的忌〉夜‘邑さあきことp:'で

きBく尽守てしまうのtJ.，自に貝えてい主力、 0.，) あリうパヨ主主廻3告とE唄洋に

褐鼠の主提住乏耐咋りし之さf.1t;きょう/J..む ιぅ.自令t犬下数きにしているヰ

ヰ忌草主/主主の千晶E!ち立すっき禍守，マミをと与の 5ある。

より一層徹底した反省めゆさ/コく叉Id-. イヂオロギー批判さε也訊‘社会ぎを

そ5o.くて.現段嘗さあ~ <>- (-ーモ巧とE:.民基σ〉荷くこの軌跡I-:J.， 東急き的

7三問題σ露呈Eいフた八/;1叩他情、とするとしてそ，をののち再'{s'初日渇いてち

飼m削へと烹げだごr~rlてゆくほかは B いノをこわた ι ほ埋つけ Lれど Eo)

見，史専か・話三とごヨロ， をll¥.として之リたてて宿唱すべき援誇¥"R尉活の不整

合 E色人忍いるヒ β 主之..;j'(.¥。その l入J+~...東自主寺区.}b肌 rtコ片1. 1く，知る lミ包

する瓦嘆芝告げ三=t;0 だ。 夫?と‘lわたし切眼力、わみて間電あリヒコ事爪日・¥芝山尽，

現，笠宮市，社念的芯，J昆実α 事罰百匂~契機乏関空手のうちにほめ守クていた主いこと.

をのため，社全車論乏を=からかたち fぎく~ 1{) rj r::: 1互いか忌〈怠うていること

否~~G>ー
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現多量三尽，自介の夜界に方活的に毘執する作業び巧三一五~ ~\ 1え ずく芯く - ~・.二川芝ぢ￥うと，あち在怠の 1 庶とをの在所てハ巴守hborhocd )ーの高との対

~ B. 自ら芝そのよう忍作業として民支±で三-0 JV1erlea.u.-Pon勺 1&‘aると 色の 4 うt:，走与え 5 二とかどで王 ~o こ山とn t:t:事~.J:うに. l-t-生息毛毛σlS帝え

さ保守芭して. ((貫主警の長E主宰 f.a.11之礎と広，示、をらく.世界または合理性に さ，11ヒしようと亨レfU玉、 を爪 E. このよう庖巴黒かいくつ E並到す 3主周モこして，・

ついてのを切取色め尽か子，珪鵡与主買主英と官掛，T;主主規i~そと E 荏色さtr. 7ミ 週いえ臥‘く仇で広けLt¥ぽ怠るま 1¥...方TcPb ち，也黒から註~V\ σ〉矧にとL 怠貝

ことにあ玉た‘ろう o ))とのべ.たく [N4写=lq6ワ:22])。これtJ:"e し.現長三はす

きに C'&端IG.)主主畏主主元三ニ〔佳品7J..)官民主茶と ξ杭色しおお Eた，という L¥ 

みの 活指TJ.いしlユ宣吉さ‘あるとする Eらな・，を二に10たしはXさく疑周持t::T-r

さ~~\トわけにlユいかÄP o しかしおをちく， ここにいう<<1ち合》とT.J-. をのふ

う広忠弘志解夜E:Jfこずちのさロ思いた・3う。モし 5をlH1ユ.現主主fプ肉に写

1:.~ ，自与 ~n食い E取りか }o.7Ã. 1 ¥尽むの力動乏.貝主宰たっさえとうフ若迂曲忌宇拐7

租芝、 ζ吃U¥~こ阻む?に)表白した七のとみ喜吉がよいのさY>d.o 色合 cぅ注L雫

l二大 1玄的に固執す玉三1¥う作業t1". '? J.td..t:: . 自づ可の賀県げらタト在す~~~見どの

詰?九 I吾川し素子長周簡の尽か芝、営ま l凡~ Ln、~トI\. と"う芋蒔7芳ログをれで‘あ三。

乙をうきあ3.1:三ら，現急三 tF. つゅに更味、の手前で、直らを献を、つ τT 吋 ~I不析

の芋歪..J0-、あ芸之島放苓3 としとそ，たしか l二苦っと ε 芯乙こ~1]¥'ぁ 3と 1¥之

ふう。)羽互に福界枚、特正し為うと"う事法w'，包買の速で、あ?.t.X'_をのよう

己吉原五詰リ 1;].. 亡、あ~之さ，昆雪之写の方?玄的7視しお(あるいは年五 ) I玉、長丈

の E のと TJ-~ 。兎乞きというひ之フの方活的色呂執が、を lれをのリヨ以~か査か

わたし lユしら尽t¥，しPし・ をうし zi71cJ.やさ?主的B固執左喪bった思?住の手喜

多ゆく支一一現象ぞきの環 Iす皿ーーをU'~ë.:毛宝聞論d]1Jぐ用意Lす三ことにtò '2r.

't..~えて e- tl、~ij)Tð l\o

i現免1主にいう〉世界主二f手，宇宙之島情す aTo-がさ皇らにもそら立川た誌?

の塁走「二ー三之肌圏直のt方言、 うち品2)えていろ.易 1まに尽が忌ら~ハ d このよ

うfj-，主慢性の湾計四七し之の萌1本互うさは‘リにしたこZ一一これrJ-.堤免乏

の丈き怠工所電忍あえ芦!ぴ，色全理詰広，現主主きがとと・まってし手うとこ3か

ら，ょうや<也ま五ようにJ+Z~ ~仇b 比ì..1d-・定雲K13 のつをあさた芭界=島

千本 ε. 社会的提史の高所的7ユ邑貫一一色去の届所説ーーとして • d引を三之がえ

す二之に"9ち唱

世界三こいう一重φ 縄男子のらら円に対してらヒつの主閥抄対応吉三らのFCJ.ら

9 

〆/

にむ之監い~差問、あ ~。主問(立f:t.念〉の全戒区，ぞ王亀の点(主主ril1.t主)σ 屯

f者c.;:三託尋〉にてリ二む二とか、さき三くようにあ、モラ汁フtI¥.おけ11¥むち，生用〔

空宇土色〉のあリモ乙あらゆ2，~互舟くヨ滝界) E. 同色の近舟者支(芸色厚手3尺、111之

どまっと与え五こと f三号芝存~¥ <> 1-t- ~.J-;}.. ，也Eえと臥，い Wコロプ(集色何)陪扇ε

主主にし之い三与のさ品玉。

世県=阜伴 E毘主主う詰E夏身ιlエ.~~E. このよう己主境的存主周一--h.全一

ーに定めこま 11¥Z.あ芸品問酌怠主閣と琴えたときにようやくす守宅 !)g弟 8

:!'~:C:めとtJ-.s 0 しかと註生)d...，いた 5とこ 3 lあろい品を〉一帯ι己主問、と

3写え芸ごと折、さきも。在念日・一段さ、b玉、というの尽，と‘めよう芯主間足をと

っ之針 ZEみ β ，ミ亀岡め干重品、 Eを広之たぜ界モこ均金 L.2 ¥¥ ~ . フ手つ. tこ主の

局何I果Eこして察し 1¥ .ということE:1 ¥ J- I し之い~c> (二吋¥1爪当技社主何人団

牲の帝王色芝与え ~o) ここぎ降っさりさ t士耳打川}J;'Td-.ら厄い G 厄， つ子、のこと

きあ 3う一一ーらしセ， DαC~寸6 仇琴えに R し之，主混在日穂み町 7芥'息体否あ

ると三Y~þ らfJ.・:世帯拡をのあらゆ g基ðKづ‘汁乏事fまの尽かに旦出すことが・8

きょう. 1と~/X -， ミ之肌(=.広島7左 fユ，をl1\自填の詰埴定1:::.いフたい りこがらえz
くることに広三与の夫、3ラβ?

社会乏営む草寺t主にを広わっ之いき形式的彦社存一一二l.l¥."E， めたし l五特に

"鬼長とよ向、二とにし之いろ一一広. sAらかに士院1主E景色す2>t刊さあ 'J!a-問、

ち. ~f手の件からやゥ Zくち tのさ・あろ。このよう厄理策こを広，岳民と奇怪

とを!亘庖す吾作用力一一商事命的件隔汁一-OL 事!主にお付き折圧の株主主さ、あ

3.， ~主主~'一説lユ主聞で'2153<'うほ、，このようゐ作用チ7rt主令 :電訟にとら'かい，

各県flt-に定亮毘~訳、ゆき}わたって，いゅは・常‘ 17守的忍平衝，忙を5 に乏してい E ゆ

え，と琴えら IrtCJう，主主れゆえめ汎わし1¥-1ユ，現主もをいた与とこ 31こ住吐、二r¥!:.. 

tヒ5包括的まL~ いた芸と二 3 に規%ゴ1!:"ð-〆間島惇耐存作用亀力の!ユたら芝に，

とリゆけ注巨 L7J-1-r IAU京、寄ら tHI.，二 α作用i11J'i.'，t工会三の革開場と註念的生R

L:."E関係づ・円ろから，す~!Ðち . 紅色関~E怠りたたせき当 φεm さあ 38ら，
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きあ~.，..このい d1- z;.¥理長l手，住主牲の東芝 (!-Jうり. ~土全蒐lÊl命Tずまず電車之~

ベ、き存玉県的7j.h ~主宰安'- z..あ ~ð

国境下壬的~~草同危打の存在E 関野にす子ゴ訓下三二とさ・，世界手=争毎 21::t去の局

同点主こしごとらえ:?'=2:.の ¥xt~ 1笠げ， ますます)手っ壬りして く写。そこさ、，ま

す:・.民惇ーρ'ot土色白高所戒さあ 3ときの 1菜市E，い勺をうたらいって 竜安し Z計

五こどとするo

2 
~-~---.. -- -- '"'-" ~--~ ~--ーェ~へ γ」\ \~\~~----寸

( (2-1) 祉会の扇情操として，境保がある o

ム~~ベベ(ー~ヘ~ヘ~ー)\~へ~

《一位置‘ 7篭状、手hí\ の~ ;蓄がらただの1. nJA1 t三タトヘ~ら川地ごとか・二事に不

l健き閉まる。》と萌土工たしげにの々た年友京高ゥたが， をの喜 I¥良JJ..I-:J.GI手た‘

鎧訟に渇ちたEのだフた芝ち HJIT.J手'T;r"d~I\o 後政fjぅ~ I-t a-ムJA会本当に常事

句、ら外〈出てい舟1¥のをあ仇除，そのようだ与野主主か->t Bをt平司長で‘あsだ、3

う。(民事ω朴正きどへと，¥う貝念、e.1をく陪Gf.-t:夫・鳥l¥ "') 夜粛と Id-.， 単ちろ，傷

能復GタトきJ:5i2oみ吾に司ミ'tI与l、。そこに自/位ヤ主/主の鬼卑T夕、再三r'3r附片言、 l立

忘れの Z、あ ~o 人協，簡が苛主つ c主うたL仕方さ顎年J号~G乃 Tð- z少に開 U 二められで

いきゅ庁εl手島1¥σ (f車協，た人に，自主献の業病と奇怪主主事1等恩恵の tJ.t>'に

開。こめ ð tA\ 2 1\たた、円さあ ~. O) ~ヲ肌lhI.tttf‘査し開vこめらU\ 2\\b~ す

れI}:'，芝以Id-(H->たしのち 1¥:J; 2: rJ-，与毎1完広ら~)考証阜の芯j)' でL しか:g.1\の

であ:if!"/芝の争!年たきや， をこに開 Gこめら u¥.3 というちい六万町、~?たく7-

i亀聞きあき尽と、!こ， )[i l 与ぃ tめきあ:;;.""

虜1手段たしかに，伺ち T子の南照位E芝1IEJ7立川ているようにJ十える。 Ltλ 1.....

昏f41J¥'声限定子ちのだと規定苓きるとすれ降、，を川区，息7本1穴、それに対してかt入

町うてい3..ある向琶のかの構、再羽生(絶対性〉の詣1にあき禄りにおいて.で、あ

ちつ。芝川1ゆえ. 島悠左有rn.t;与ものと碇えるとは，島体E・ この無限芯奇1D1壱

のか一一ーをは1 芝，宇宙くある ~\/d..， - 自叙〉どまよごのがよ患当かτ じ m芯1\二ニーに a

対して闘力、11¥てある壱のとしてう fjとグ)苔二と E. いみす否。芝のようる紙F良

広三;1;;のと l乱立さにこの頃俸をイ干してえーたどら川るしか忌い fd."G" 0-;わるの

た‘かち J 高(4:1手. 無限芯 dCののあら11im.さある。ここに，耳障における紘限

/右飛の対比が''13¥1:1す dc> 141$ t単思s存在から区刃!し，廃7芋として再主こtt!:

と¥¥ ~ (J) 0.. 土の警の自己矛昌之子あると吉コてt:c主lυ を二さ，この良住α自

E芳直.い?むしろ昏俸という自己矛宣をの士のを.論liE.の会に之さ広ぐして

いく二と Eしよう o 二のず戸支かぐ室、図しごいろの広，つづ‘めて畠えはン λ鼠と 1¥ 

う、殆ど1包む詮い種主主め事蕗ifr.'、買に色、の占うに生きして 1¥~のかをの密1同

志旦取り ε与え否=乙 l三、 rc主力、志ら怠I¥ '" 

(立て.ここで、差いきß;:ちを符ずと亨抗日\を t~ ちこクした童図が実JJl可

住之さめ 3のか"(ヲ左きめち.③人顧という字]jf昆銭元主事径のFをりたちε.当の人

富岡‘のを・きこ4. 芝れに仁衛問主主〉足取リ E 与え~二乙尽と-くー倖〉ミミ~~の

か， をし之 a ⑤芝の占う;g.S!取りが・えらJ.Hたと LZ e， を LI\kl果たしご二ζI~・

につらゆで勃起す五二とかい3 さ五ょう尽住墳の ε のきあ 3のか，之日ヲ夜i早~\

閤 ttが、たた、ちにあら川 lHてく三とし之 e当然きあるの j立，たしか忍ニ Z定。こ

うし E 事~α 報告町民f住 (repo司ゐ;lít~) Cしく広喜表珂無性 Cexfrむ <;ib，'/ifCj) 

tJ;.'照会\S~ U\ てい 3 と，三%のてて主張するつをリ l手引，~ここさ'tn.'みヰうとす 2

の 1;;'，人濁という産官室的志 宰怒左干長率向f二守詩歌グ庁ご 1¥&脅宿均忌干高哉、lて押し

Z 酌理主芯ili:似左与える占うな夜会、な系左用主ず芸こと，であふこの夜主な

系は.知5に値ミ5ミ3λ閣の一向向話特桂/三河ιζ，十分な持lEE与え adので

怠け仇 tJ:'!c主 ~r.主1\ p 笠して， 二こぎ色質にあ d，句 3た値する蕗特性とlユ.主

現性と I~'的色E黒の班、立ちあ D. B宅溜 - ~閣伺玲主ミ子あり，ま E. 危青の王者立で

あり・ ざ c;1二週差是忍あ 1)， 紅会、的忍祖豆閣情.，(:乃式全てあ d<>)

動2$1吾、身1τの外告戸善寺惨をごえてある tのと対時しであり， をの主1隔のな

かさ、情隈/有限の実it:仁左うみたaす， とのぺ‘た。この党比水境能の簡にうつし

とら ltl るところかち，与卑/境持集のt:rヒヒが6- 1ミら立 υ'\.~'" 事態と寝怠7混と左

:稜合よ‘混乱こ!t!:G:~\ことff，:二=こぎ向d: ')主宰7手出義尚と怠do

一一一一一一一一一一一一一一 一一一一一一一一一!
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の華家宅也の旬らかの 事実fヒ関Jt L あ よ ど~ï~ ふ 1但;Z~~じめく語専支の結え)jl U' l fD It¥ tk'日常写Hlしたし人で=いる己 ql.や危苔?とここで昏佐という議色に，

とりゅ Ijある 事実から、 'z~tt と関連ず1，.事免の主主乏

をごに， 宰免の.iËを蛍毛 左ラ~ことが‘できる否あ

りとそうう収あいの底力、0'，庄理的自俸詣翠芭た関ミ)b位寄金的，能剖ち喜助，ちについての表気，あるいは、

をつぎフミTたと-づて 1¥く1まら l去二昏侮{気， (J，と主をlt¥らはむしち，建いう η・ぺて lユBら存 I¥" Td-思議、のたぐい e，

ろう。ひ'(~エ手，拐事すヒこうそ ~lにに周してつみあ庁ち Lれた更日独‘)怠のさあ\) . ぴ，

T 
b) 

Y 

Y 

(白令をのあとさ tの三って I¥ ~-e 仇一一7怠〈括認t¥二い臥ら川玉。自白乞/d-.，

ひたすち亘蒔

Eだ羊に直接的にあき

さしあ E リ広たた‘事俸と右づ‘ lヤ~ ~n. "F-:-E'、什の，華美の茂色たすき・

毒患のむのよう尽実

の〉知電ヤ \10'向営為のよう吊す代、ての立主什活折J t=基盤 E与え~... 

酌fd..ちのの之とさ‘ゐ ii，1夏Jき的立 tのとしての現阜td-、，

巴、げのそC乃、

z 司::td- ヲきりさ古 G.r;~札ほ専らと主いのは，

島定とよなう三ほむの自己矛宮芝居ずに至三のか，

事毎芝草寺色たらしめ五自己矛彊C乃荒差~E ・ T角存の電乏てt とめることが、， L邑

さあろう。

をこさ尽l~o 

色合、¥

X 
A ラ<:

Jシ

寸まざま怠匂貨基統合する高長αl心酌作用さI 首~I玄，当さあると完与えら mる。

(ヤHinck干し4SC[円7r:;= 1'l'7<1: Z何千])図2-3

急悼/易保1表

をWtE.l量Uて.

むつ卑宣/昏1本

ある iす ~H 工、''f; ， 

(2-2) 
あ~関連の宅:;; lこにあ忌旬らガ、の事免の員色 E. 事亀というこ芝 lて9'五 o す~

いくつがの事経左特設ブ lí~ ことか・をきる毒患乏の運委筆のあり方によって，):::.， ιはすいで・Ji'l特徴っ・・門 oLHd 一種周祖写1長EP¥'江さ t五二ととして.の4うo.，

をはlにらさつ一旦主翠したあ玉 事 えAtJ;.'. 定、玄う。たと之 fJ:'-図 2-3-a)1立，る。〉

アく一週の事集八と夜広してゆ<.之いう，事実A の~亘尉ちいし乏蓄えの Js.:1堅 芝汗、

をltlIτJ:二rL Z， 

いっそうの周代けE左京みよう。了俸の差本民武(2-2.) (乙この.

あ国 2-3-b)c--I手，耳5朱の;亘鍾がいくつ壱、すと琴乞らは1も.一方の間lの，宇釘/争体どいう直隆6マ7dちのの対氏，壱この長百Jjムミます:・，

める点m佐(たとえ応、¥芸事長の主主至宝八と収敬三Fきという事箆左示してい ao、=の司芝Lて.かる思 ~ø争佐/易保箆'r..~ ¥う義イT到な対比.う一大の閥1の，

をのときをの点 l亡きEすき騒射の全1'$に量，の民主1¥1三あ、rtd雪減と磁京の子主主 1スゴJ解がきたら亨くいお〉の生時に主;t;t:;L 琶のあいだ.にE九ι勺写史的主主連暫l手，

J俸という lω酌f手用のTJ:.!Jたちが， あ三宰まとか、 t.E~しミら「二，図 2-:'-C)広，よ勺之曳全に主邑定さ IH~是正ぐい。〉この策Aの雨項左あたけ ξ を川乙ごい ~o

をtHcI 無穂照彦誕I~ 性

と穏(~(ヒずることにしよう e -

またをうか 1つの 事集へと芝ゥくり沢教し

(太魚乾 b~ bMま lτ」り寄圧し lユじめ，

fRワTトFドー lしのように膨張εつブ汁た牛苗17"，ヤかご膨蒸しをつてのち，

らの車力えによフさつz、ラッケポー lν八と崩志していくd:う尼子患合7久

一生の事象八と張~し巨挙句，

ていってし苫ラユ呆色を示してい ~o

て，主席奪の ~σ、さ l手む‘ m て也色うかのごとくにみt!:て I ¥ 

ち俸のぷう忌篠介前7à~主主か・' ~~たくち L 厄 I ¥と吾川1:::5:'，石ころ

のよう彦豆島酌芯事者Zのすべ‘ては.

ι て直 1写す ~cl フにさ1!，

〈苦し.-る

自をのあらIb~1.E と・・こにt: t つことが' <:-き芯

=れにあい17、思5いみεt情‘の浮か l二?乏して I¥ ~ピしげ宣之忌J\ゆけさあ~)

この最古の，左足の知民〈直耳主的広壱のの如氏〉 ι夜金:酌fこ疋1重

いから，

すペ、之内主事た三一一-f;L HJ ltl~コ旬、の半世がこの 4 う 1- 垣今づ‘ 1. ら H\< 1¥ t-!-¥fま，4 

をこ<:-・.

毎rJ-二 Cろ型φ事径の断斤きあるごとに広 ~o)す3蚤さあ ~o

b)の表1""的 怠i里涯，

fぜの事強力、ちをわ だつは?のものだ，

こじろうち、島俸という幸徳広，

I::A:フ Z，

工与

Eこ“
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あ ち ゅ 3

孤立的思モのさはありえ~'，

総住之して.嘉ゑという。事麦I'd..

ごのJ:う危害集 I:J..， 

直接的思毛ののを汎を・ ~I\..~ .

，~的〉現~の東町を怠す。



この支 /IÛ酌な事震の主主主良広>主的*/~'性台、らとりの=芝山:否認令、さ折ると二 3

の事桑積佐之、当然にE ある対民乙をかたちづくる二之がで:てき~ロこのよう広幸

史のぬ惇に関して.す εにわlt¥.~f7 ltl )立与宙之いう摂阜、 E Eフでいた (t.J2)。を

れゆえ • Hi lrL.1f) LtU"d-. つミデのようにきう:

γ~‘-~ ー 、

¥ (μ) 射Id.-， 拐、 ~*Jl!."/t:主 E そ芯之る事態である。 7 
( {2-引事長の全体連周知、.守宮 E志す。 )

ム~~-----\./"'-. ・」\'- ------------ • ------.. ----.. ~-\~ヘ"'-~ー (~J

Q芯}t)ち，昏佐とrJ，.とをの中 l~' に草急かご限り T(J. く屯ちこ人さゆく孔一一宅問者、

Lあちい Id-.， 亭会主の11=在うーーを tつ clうa.専ミの;亙負耐7き夜色守ある。(

このよう思つゲみ挙1，段りの芯さか.11(，，'肘l!!:厚手fター描史的で;為三之 I¥う印集芝、

住宅与え~当の考のきあ 3 0 しかし， 笠 ~L につ1\で対集 rc.酌に本之宮ことがで7

きにくいと lユハえも県仕という事危か、 g月丘祈ヒ寂金\C.(きさ 3~ のである倍、"E.弘

主司し之司、こう。)

コド

(2-2) 式の右足のおT比(昏1半/~主体像〉について.ヲ53こすすめょっ。 司てr -. 

ー~

~i邑究マペさr.l.フさ吻ことをあ§一一ー争体にを広川る犠限京 lじ性n、\ い力、に

l <:. τ倖作用 E力、たちづ‘くり，立た現体f宗左折拡するた至ちの力、? あ吾f..¥

Il ，二の無 F貝，提 I~'t生が，いかに L て主震性芝立すにいた否のか?

厚耳障. この聾足の連鎖附属探限l亡記 1'0'しといくていう 事活(7)T'<-江 l急 a 喜善意Lの

全域‘の Tdかで畢ゑの周i是枝・あ否特要忌庖曲を被五二之とし之.琴え吉こと訳、

ざさるであろう。をのd:うに L て与えらU\~場(図;2.-6) f}:'， 事えの間i皇の厄

l1'.で居所性1::宣している昏扉広ので:ある。ごの居所7見の全IiBi. e tZ，. fD勺てくる事

長の直負を.也生存ゑとよ βJことに亨玉 d 牛包のさま士、立志点がらや可てくる事

えの盟主主，号柔からの騒射が，高~という局何点 t=-:患うとをめな fJ' へと入ゥて

ゆ〈ときに，ざま才‘ ~1事旭堂提急が註三起する唖奥住Ið-.. このcl:う尽旭堂ξ 可徒

にしているぷヲ ι 毒事Lのを閣にかかめzikキ芯ある。

(知笠E.!挙前知勺彦警ゑの連室主の主に琴之五芝 Lてe. CぢろιをU"¥広文也

9.単純化忍ある。罷知支ε創にとLrt.I;}'・，たとえ位二 "グシ ~ïロが侵え芸"と t 、
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う虫色さ1;-'，①-9シ-rt:'il:三:にの工広てかち;0)

R尉ヨとの散乱〔α 一郎)か， レシ z.さ17果

にA って，再6・・ 単-<7lIìlI~'めごとくに回

収される(呂2-3-c)型何事免〉、②太R

F ち司見続α蕗1射という毒乏のi生金主tx，

.tJンitoi1'.'" o! i主在引け叉1¥0主益とえ芝

国立ーら ，色)茂しさ 1¥ a .③メヲ)--t"~自降fア ， 車

ーの 易黒で:Iユ尽く，げ 'i:.タ 1レトざあり.

主包の干亀井.10=同 E什した，認町的主主高司む

材さあ~ . 7J.と‘をこいう 4 うち語点~.ふく写実パ、てかかろの t賞、卒、台さ広三。し方、

L. ニ ll\ ら I~. 知1堅持の主害忌守ーマさ lきあゥ'21:;;， 二二Q‘日やヤ存在主主l二苛き・

3し， モ之内 1席紛争各<(A.a~・は自聞きあもど思Mコ ll\. ~のさ留!受し立う J

県 1本芝王手りた疋t!~事実の宋l~'的存直鋒Jð-. 二III~，従りというとこ 3 (7)忌\ l 

無!京照江ものさめb.. との /γ た，阻害t~~<.1Jよ この主主貰 E色 2士、きうらいつのまに

か， 1¥.1.，，'邸事告えの領域、のうちへとおち二人さいってしまう日、3うーーといっょリ

e.もしろ.事室長の荒川柳主主連鎖が累際慢さあち'r.l ¥う l性噴こを7ス人間島幸免

に固有志性質なのである o I¥!.，'的作用rJ...Jftに再引いて IIa (いた〉白骨自填の作

用 l之‘っき‘っき、かがゆうていくことか、マさ吾ぷう忘作用さあ~ ( 11 XXト思、γ

マイルナ"一一ー "xxト毘-， -=r -l 1レ十ト尽‘γ 守 i)レす"一一ー~…)0 I心的?手町

芝川自隼fd..tJ:l:fr的tJ... lð・たらささ、あ否片山t.~17 .乏しftか色ら Eつが苦うとして息

ちに作用す3吉事長〆寝泊的に，直?を尚喜εの Eかえうてを二につ hの=しとし

まl-b1ユ¥¥ }わけに1互いか1ユt¥ 0 こ肌!ユ巧d-うと二人ft..'':後ず主りす三くI¥:.:的作用乏

志皮にする)たびに足跡 (I~'áラ宰急〉の連鎖をきさ1・んで‘しまうのヒ. 用者主z・3う
aa二うした自己対累F世(邑吉j室主性〉民たとえば匡包(陀flec1i、M..) 作用 I二

興型向ヒJ7-とめち似吾ちのさ汚~かい ， ごl-r¥かC， 人閣(だけ)7六、保つ吾乏を、仇格言電

E..1J. o)、 ともえd.:フo ，!j{.1年に手ずいて 1ユ， こうした，~的作用か、づ胞に包三 nL~さ い

るのさ， をの当俸 E~事象(直持向7ð-B の〉の差主主へと射彰する志ら.無殴m.の

ヰさ1¥.:..'1)主主二しと 1西か Wl'3=:モこに7-l~ ~わけで、あ吾。

了解や立の尽かの観念の Bたらきのようと工I¥'，'的規えも， J~\的事えの亙鈍から

~ð-尽す・さあき以...c.0..， いう~こ三の位三埋坦E のようたふ， 1旬か実E酌む皐~t:: . 
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をの干良抱に e フ之い吾 l二ち tス“ I\ lâ:\\~こちっさら，む 3 入電 I1 助けざ!立 T"d ¥ ¥ '"し

かし.有鴨酌・を担的存往口1lli-1'弘、qフ悼妊の雪そ秩図のたぐいのような高圧尚忍ち

のl二. 1\午前マfF三間の怠りたち E すう力、り高毒消してし立う=と Id '~ き 6 L¥二、こに.

注差しよう。 c再圧と la，If.'f-宝閣のなかさ ?骨志してゆく夜f宅自民事実の君主負

σJ -= -r芝いうと免み音えら刷る。〉 問題Eの l弐 I~' 酌民事H夜、Iω 的事実のいが7ユ

5豆鎮めうえに I\サ f三組主工 ζ ら"'~がさ，.1るつ， J 解 1与とといフ E'~' 的Td-奇怪f芳

い力、 1二生記して 1¥くかをふ三。

さて. 二二主さ ，昏えの理強σ1同際F昆ロヰ之lじ商乏か、， I~'尚子E 同とモこちにあ三

宅のきある二乙 E. の，でた。~こさっさ'に，二 lH t:禾・と、のように 3~乏芭も[;'の

ざあ 5のかt:.主おう由

主解という作用の平寝台江部分]:J-.也生徒の合会と I¥勺亮作にあるの芯 1"d.T;忌

いかと，車之ち U¥るo

旭堂f侃Id-. ( 3'軒 E包む16すの) I~' 尚気吟八と豆す;;.. 事象の芝室長の二とZ、

あった o をこを附切にわ肌かしりたい01ユ， こうしたむ堂健か0. いったいと‘うや

って， ヲ声砕を笛~-す~ご Z 除、む主玉のがーす怠巾ち，卑邑と事毎との周}↑3 リ E

色色すると工主芯，住専(要注/易障1完立が'哉、り 7ユ古碕凪〉芝うみ芦すことか・で弓

5のか. Iて!手が存ら f吾¥¥ρ 芝山 Eし芸ためには.3.ず，知安筏く事免の連負〉

の時主資について. あちか cめよくみてあ‘く必警が・ぁ ~o

たと主主主，けヲたしが庭生l二?ンドロメ与、(阿ヲi呈塁)e見L げてい茎と二"3

乏 3与えてhょう。 tちろん，二のざさやか怠白隠酌出来亭fd...二ご?で耳之主Id-.

fd.比三こと 2cゐ忍先生M 彼方の阜室生閣に淫tt'~去・ 3ち三金高司から. 200 ~ m.以前

I士ちょうと詫t らl-lt~~正義波(問視支線〉の轄射か二集争の星辰のきらめきに

互し Z. い ~1昆にわたし日展1= まさ届いている，という.崩明B事実 LL 壱に

ある に 金p尽 l¥ 0 (いうまさも降(.， 伺冗史年にモラ届 0，'了ンドロメ守皇室のさ

しh たしによ~.計賓の完・レ尽ど，綿ず 1 ¥説府、日無主乏し Z¥¥ ~o 乏してまP-:，

こニの記~Iユ.見在の潤掌由也需拡、 OR.~瓦〉の客自 f往左前理とし之 1 ¥ dようにみ

え尋問3うが、，毛ち芸人をの厳*尽夏信句協，ここで、の蒜邑にとっと厄と‘うさ・巴

かまわてユいの さての星々 C乃場迂之わたしと仇周防j手，れか怠ち tラC乃疋‘3

うヌ')''? 2∞ス耳以前ヒpえぽ，このわたしl手15ちろんのごと，昆住人餐ささ

之 TラまだF三、lH.u-之りと ιz:この児問ょに包摂ー じて~fI ~1r否定ごをじて三f. R -ー

をのー7i. いま J是正了〉ドロフ1..:;‘防‘い力、思5判定5:にあ i)OJか吉子，決してトわたし

I手匂~ことか- で壬 ZI\ B. l\u わたしか"慢さ乃 陪. õ~' r亡を恥さ l手話いとこ 3の-

eσ}ε ある。 ζしIJ::しは"s¥1) 11¥-dこときあ五tJ¥.'¥ をU¥..1d-.illう円蓋に活l草色し之

物社屋ヒ砕け若江守之しまっ之い号か苦 L~tl8 L ¥し.あ芸い瓜ヌラック 7下一 lレに

nるいこまは1..Z， 'D I手や出トtJ-たt怠く:有給してしまっき 1¥ dのか苦し HlJd.いの?で、

。) 芝川ゆえ. f>ド巴ポ 9，'"E陪じめと亨~Ëfi1i Bマ広尾何尽につい之わたし7プ

セロ3二とI"J-. をの存圧ZJ手怠く之‘むし 3芝の存丘tJ¥'(fを之さ“毛崩j主にみ立y.b¥，) ¥. 

つつ ;ちフた 2乙いラ Fざ!-fのこと. すた主山ち，芝の主制守彦~fi-官、 ヒ畠 Jフパー乏であ

~o 

とこち~.この喜官Id-. と・の豆島偲の苛史「二~ 2:'， ひき干もす二とがさき事の

であろうか? 工呈から研史が7せ茸之にとど、くにtd-. i酪嵐以よニ乏零 L，宏保が

ちの光保守乏え 8 令 20秒マ、~ ~ 。的i.{¥.i1コ肌の鼠上の玄院は.国断疋くわ切に附Lt¥.. 

E照らしゥづ‘げてい b1Jt'. 持長室にI;J-. 芝則前・ 「存在4 してい吾、ヒ芭1\ミ~ ~/\ d 

商旬 I&~t\ のだ o いや，すペ‘之切協がりが庶注でき尽 1¥のさif!2.とすLf¥fd:・¥支

持主にpftち干， WJ r乏しの B賠71 のいか Iâ~ 風初芝\\乞 ~'1ラ(.たと'z lJ-~あの~.

乏の天特.ほたまたこの沢で、あ3うとも〉、 いまをこに高丘して I1~と断邑ず

ること!ユむき t¥¥o同た Lか目撃するごαれとfd..嘆/J....刻々 におけ三官Lの崩

壊に，但怠ち色1\"，倒れと瓜 .WJ たしに万汁~.有1の不在の設会きある。

二U't~. B隠世界の霊園怠盛、織をこI;J.. lt)'J を重量ミをの Z皇居ぅ圧楳祖~~3-1ア老

しれB-(¥ 0 IP l.tUIJ 汎 lユ，単広ミ直美t1華左 è<' あを人さ~\ ~だ灯 1互のきJ'， s うか

? しかし. ここでの毒事識の仕方に， ~\ .J:立がの酒迄L¥ B-リまやp し尽り飢・ぁ

ゥ 7三附けさ苦，伺 ~:r;1d:\\ 百三うロごこ3 広たた、，表枠志田惇酌1i1ï包m 写人で

いる茅薗互，天文芸胸元主之片-)レをかリご露呈主t!:.，際主た1!:-fうと誠治たた、

けの二とで・あき。をして，いまヤ，つ~<1> ::.ヒ t声明、;ffl艇とした:

(2ーワ)怠裳隼さ卑5535奪三す325?喜主計三、尽きぎ毛色、七毛色

3空名~忠ら芝三之さ思及竺三三とヌム

(この!馬繕ι 知主飽き塩射9~在差、の事者Lと、知賞、乙11'''，回時刻固にありえ

て吾川島のさ‘あd.以上.当然F三、とち芭え手。〉
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ゴ解広 このよう息切首ヒ誌b6t.の不使ε. 1~\ß9領域の lît入~・現宅恒としご歌

活寸ぜふうとす五，島宗寺hfえさにう喧当主t~ 110'的作用さあち o ，h tれ肋 lIU"d-，El常

母互のあらゆ三極署員左 .の二ら亨"宇宣玲酌に現官三し亙すこと σ)T::iかから， )ff蒔

の怠りたちE.. い刀、にそラヰ有3主JJ.tl¥来事とし乙. あとづ.rr 2， 1'¥‘さた‘ 3うo 島ぴ了

〉ドロメ tt'E向lt二と ~o

今日;亘隔胸ι匂規加末、車き 1;>..， 事~!ßはっきいのようだ、と支与えら ll\d う一一一了ン

ド巳叫ヤ豆雪にち ~~Il 三位';0陸自のi亘昼にあ、¥¥之， 手首に我段、色頁たが。匡じ、て

2寺、 1)， をの除鮮京芸1I¥~エ?と!しギーにλ ヲ乙， 各芳白l八手記M し之いく定E弘[主主(

/-;1トシ〉 C乃精身干の一節か、， 百需主叉iJ粍と尽ぅ之た2:F-ま7せ派、と!二 I¥ ~ ~b たしの

照J1eに乏し， ~く晶 f主.11'ラ之 1等卑主主，皇して a 向県上の提組疑乏剰員、レ. をの

裏 書T天間持径左tおわフ之.丈持訟の特定白色 ζ回党!t杷〉ヘ雪l乏し. あ 31え[再の

限伎とし之町賞さ ltL，尽かちらぬアシドロメベ7-.星雲之さあ 2主として玄負主主t.t¥.一・

一。大理1巴にこのように L~:t H¥.三事実之の韮鎖尽， HJ q¥ lbUtm、工まにのペ‘F::.，

句賀市主左¥¥ J千qちと 1¥ってと3い。 寸5ヒモラf手や事態丘Et{践であゥ<:. 也買に間

す五限り辛質的にこ ~I¥. 以上， 間 ひ とつつけ旭え 3余把IユlJ.い tののようにt.J

思，¥DIIIょう o しη、し. をmfd..玄E しい思l¥こh をあ三 o こ Hl ら町賞品~(JI.全性

τ=一塩のらとにおさめろこと rJ.<:、きた与いのであ 3がち、 わたし制いかにし之す

シド口j..午、左阻乏し を ~I\ ~して τ 民主す 3 に豆 z のかち. 匂をす~当a 百同窓

にspし之語ら恥ほ怠与:7ユl'0 

延実尽差~とし之. 知註任期試・2ちろ， b切υゎ~}d:.乏の上にi管偽<<9 に菩ト1デ主主三

霊主自勺EトZ長抱として ，ヲ侮E解剖でrI{l/er'いい一一人広 し/;J:'しl手・をめように発陣

9'3"， s. ~~主~"， 3 島平IJ-..，足工宣のよう尽♂リ零義的芯 I~I 助事象のよニに直玲主 l}\

'3: 11{)酌領夙‘の企色にかþ、~D 三更色否回あ3."， しか、し. 閲覧を姐貨とし之あら

しめ， せロ堂乏~l%¥として珂従にし之 1¥茎のか， か乏っ之二の厚T'Cs.ら沿了解作

朗Z、 3る~， とちったちが‘cx¥ ¥だ3.う。 広 6・Z主ら. 知包にとらえらI-lUで号事i仇皇三

定仏経去し之 b リ.知賞の淘Iかち知昆線E事~へと宅むる二ヒ仏 できない直

吉をだからである。

妻家之の差益主主.車君主の伝掻〈怠 l'l4見〉之，英国し之l手島 ~~n .，.事象仇J

tぇf盈ず~というこ ~Iエ， ありえ 1ユぃ。 事免の連鎖の怠台、守， 号乙だ、つ事実Lに工， を
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同にひきつづ‘ぐ事免閉・生主主し巴とさr.:1~， 恒にすきに?自 7時じている'のだかち白

しF-f1¥.、守之. 募者L伺A主主とt;1， 安のとこそ3乏のいたきとこ 3で寸断芝 LI¥.とし立

ヲ之いきめきJ5~o 芝t，/¥.<:‘f;. あらゆる軍事~tヅ互いに lどラパラ εぁ'3というこ

~ /~ tJ..ll d 身体一一易曳 σ1 芝鎖句無皆、隈厄 ~t~'直乏ーーのあるとこ'3，(;尽， 1)>-

<ヒ E自らかの号事象か・¥ I¥'J白作用の TJ-1J'C:' . 来，1.:;活マ7a温室室乏かたちイぐ三こと

のをさa-F.lと・1二lユ花時二1以て五うzことができて 1¥ d '"宅こうしたこ之市町俣さ

あ否のかヘ I~目。毒曳の柄質さあき一一J~御事者(， r.J.， J~的事金三仇自昏にかか山

るのさLあきtJi'， ニの自己回帰的立円E乏のTeJ.ll、に. 度医、つ 事宗主が淀屋号τ工 L~' ~のさ

あ 250 こうしたlに悦事長の皇室註/d-.. (毒気自喜八とかか肋 3以」ニ) f; Idゃ室聞

併己満計1例会史左=cた7dL ¥ガ、ら， を ~b めさ純清己1 '..:，'SiJ;l時四派 1二阜ち Eゆ巨lT.d

二乙 1-=7三る尺、苦う。 くこれかご亀歳、の持続とい附川 l三εのである。ラ

ゴ解尽， ヨヲたくのぜ口からかたちづ‘くら刷ることはをさす・・，ただ、端m的

思 3停から古色まること訳、さ‘ぎるだけぞあ否。 そして. この均向的志 I解 広 ， 端

台1尚彦知覧後E前提とするさあろう。 現T半日， (I¥!O'的〉事実の主主主左(;J:ち#. そ

こに瑞相背広知賞候E乗る o 芝こさ/;;..，端知的Tà J 僻tJ，.<'嘗 3 片'\~可能性7大前る

tf.、a ~R. ~t本之島-t李魚との令韓~'- ずな巾ぢ芭果訳、， うJt1三、.!11¥ :るに Id"H1ミ

ら広い。

品約T的局知急鰻と l手. 芯にか? を爪r;x• 暴君主cη 連鎖f〆1¥..J'闘忠告践におちか

tJ、ると芝. を11¥自俸の力でt 乙I¥!;、的作用の下蓋殴的な力 Eかり厄いミ:-) をこ lて呂庁、

l-h.~主義跡的ょう芯 tうので:ある。 1~'99品現:E~~唱に， 主島家えの凌銭主義去する与三宮

線に〆 そ ~t\ そ合川壁えてみよう。 すると. を二に揖、えむら川ミ5乏 (I¥J'eマ幸桑〉伺簡

〈連鐘3tf:.' ， この.，rう忠、端1向的~知堂続(あ~ ~\ J乱 知覧線C乃t事， )に宿当

Lている。 一一揖和的底知賞線とき勺之ち. 宏1¥I二丈!首7tJ.事柄E想定 Lょうとい

fー→1'!-→ 7.貝ヱ勺Y一一ー 7.昆工/.7すfう出汁む l手足い。 強いて重さ下 tロペ

一ー了.旦工タシヤ寸f 2こいう在高の)心的問をに祖当する車態1:...さしとい五 O .

\~\的募集 Id-.， 互いかピ亘 1¥左 (たZえほのかにさあれ3照らした‘亨d:.う忌金一也

〈乃廷がに計か11¥.Z あるので一一一二 t.n./~， 国経J吾の申桓 tfi回ffB芝芯し之定丘して

あ、をら〈みあう l手ヂのちの芝あ否. といフう庁

とり方乞あ 1) え4ウ一一、蔓急の連鎖tス。吃utとして自らをたむらた主く厄吾まさ

いるという静経急的危寄与実と，
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(当相育1耐主主プ知町民主とグr--‘ 一一「芝川モ二嬰怠る従の才まさ怜まd的庁さId:存い。むしち，とヌ5Z て τ か主的1ミ 1\めであ~.. =めような奇襲鉢主砲ぎた'-q.の閣に.

(その芝山乙レての位置E得、つモのである 1-;;手・さめる。民主ζ勺フセr侭 の江 η、Z'.自らにかか巾 1)J手亡、例ていめ Ij:'、身障がー畠託事に市1ぎあい，端知的主主知覚徒lユ，

二例ょう怠雫I'¥，;性Jd.~ ¥が「てしてE首d.Ht :るは手f芯.d うにあ 3のさ[J..rtH¥口‘，廃住阿舌勺忍作用也箆互主しあた 9.モ~ゆ之 ，p ちモこころ力、ち • ~l..:.' てい手。

ひとクの 1'-l、的考!Jflそf1\' 怪す~.

おのおのの掛1知的だき句賞低11く，国-<7)老(~'司庶点八と白いて l' 否二とか二

之芳~ミ;JID.白 τí;J.<芯をこに Gζ つめ県!主.く知支のうえにたっ Z得(このごと lユ.JtT:;iすことが"zr-ぎよう。という βtうに，

る。〉いみしてい3身惇同旨々志1乍用さあð~二きわた孟け ll \l~・ 1主ち思いごとを，ちまた，

トb以トわH¥.Gただ，を Lて.三のよう広島所用であき ことの全一性左手している oヰ侍主君ltζ 旨l~まの足'(;:'う五国民‘ c1ラって.トh肌 IhULI:J... をこちzr-ゃく I二.。〉

3童話性〉だJiE 15¥定しであIiρ-よいのであって.このよう怠全一性〔ちいし.かの豆応T<::而るのか?ザ否ことにし之t:.c-otい。を叶1さ/;J.了〉ドロメ?と 1:1， 

一明品とめる二と日芯いのきある。見書ミ的芯主IifJ_¥l> I ¥J'肘号室砕を.を lHめ'-.Jニ町、とあるく、たとえ!立川たしの)1~'á~縄足町三百乏したのだ，重た乏した知覚能か，

(=鵡知的忌也了シドロメ g.匂堂前売L伺 tヨ子'芝の II.!.'的情成、l二，す~と，LJ.うo

あ否比大さす1町すろとE. 乏の王手ミ~)ぎ解tJ-.端I初的~tm.覧続仁ちしく!三，(尚たしからー訂Tめ了俗E広?とって圭九包筏)11;' ~萌し之いる lま手‘さあふ

歪えと幅た r)~ iJ't‘忍"&で‘時土工し Zぐる。主構者TJ的'[;:J.問主斜ζ fd.-.ころに Lだ‘汁〉、ちらろ了シドロメ'Yo't芦.rあ ~J 。この鵡和尚庖匂堂~O\ 宇品〔拍甥，)に，口、・〕

こと fユ，iJtJ亀I=<fi、)¥ =川~ I叩t罰する」ひ L つの l~\'a9'事揺でmる。にた主フた，通用酌EB寄周一ゴ角ヰIl..(のーキ〉芯あるのだ‘。仁わたしの 3鴎脊ん芝UL t:J-. 

σ) 211?勲と、問、てち uしであ~毛の(対杭〉ビ.( I¥:.，'a勺肉室〉て互AZ・ある壱 C乃孟用闘志時鴎-~間系二を~現系のうちさ 1五リたつので:fd.. 1ð~\ 。 η、えって，

I解J味、うみた・て華院闇-~間高司、時事二こに，自存立古る二とに芯3 う。E. 7儀作用にJ:ゥ之老たらさ川るの否あ~" T ~ドロメ今と仇おO 万光与の~'， 

Fa-隠す否。(=積たり)~'~ :了解を温む‘て現ほの后かにを If\としてうみた、主 ~l\. .高時、立l1tてある。隔た 1) I立.

三2(搾1知的Fc;)也賞tt誌のた与がから Jこうした即断。構軍l 互神宮ζす~r.:::~に，間干守ミグ1 主El~ t]t' l'訟主(異在的8，)士写免に勺¥¥ご 15.了〉ドロメ~自らさ?る一存1 の

とり足‘し Z:Jト(ちょうと'y>- ドロメザく旬、〉芝漂と亨~知漫舟わ E ‘ のて人とつ色う"ã-2fT; 1吾~¥ d す吾ことId-.

ょう(図2-9-a)).: 
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品知的底知境線ね、与院の T志かに手長

図予史的にT芭さ rι 之ら吋1 ろさ~E:. . 

b) 

ざさに，居桁森としての鼻

朝顔の占う f三無限;t<cω浩色と

示したく図 2-6)。蹴和的存し乙.

知急繰f芯，

計ょっ。

住'E..

この1情実4の Jこのある乙=

オ主Aこ~<71長年、点、の l芯るかろか、ら也a-I)、

二t.tl芝ぢぷう c・J.とか、手訴，，&(.i%~o

ご司ょうむ端知的彦知設の拭毎台、ら弘

わ汎向 L凡てK いき提ヒ :何吉弘ヲ之い~ょう存 3侮の首選 E.dj- とめるに豆 3

~~t二1手，切断に度主ついか1き~予唱E定式化しさあ‘くべ‘芝与のさ局主うか、?

芝川

あら¥-tコし Zl¥~。さ J~全t17 u\. 号手さ、芝 a

手足し之.国 2-8

らおたところとし之.改~Zß主l二11、

li広~石のようにfき5だろう(図 2

を=e3月1f.と f手，葺Jき酌彦左手にごとかを単向に更墜す a二てと瓜室主主つ 2，

より高J突の楳什尚1吾讃震のちと八とそ三たらし，児用すきことち・ 3うラた。を
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を，

a.f三芝¥.t"~う@全f事前・猟初防怠辛口昆のあ 1) さま

(端知的左手〉泡賞舟ι仏単租に皇荏し之~¥ ~ 
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この官白線のひと

つひ乙っかP，昔話知的怠知漫語主主.

を1(¥でほ¥.<力

モちろん，

拐らのし之い手 o

一色)~

和己



(時知的芯)'知覚綻ーCOJi!!i 広耳、泊~積主たつら尽 z悔のとし 2m りの二二ruq三

畏院によフ 2.

芝山乏のた引にほ.鵡知的存知賞I良K酉して¥1(.'的作用 E思7目的には?とらかぜ，

い町民肉側へと白17' って延長す芸二と~.J:.司7‘ aざ恥ほ・な与1j.い。 毒事住何百り己顕呈とし之把楕立札た知笠般にあたる。

(1鰐

)-;J . 

のようにrn リの二立川五郎ヂ~ I"d-. 端高TJ酌な也喧依に匹敵寸 dr.三、けの長芝

邑〉を fつの Z::1dけれ降、尼ろ忌1¥。

長〉ごのc!ろ 1二、

「関係..lE:をこに問ちかの「墜すにj っくり忍すこと1}:'、1¥{.'酌同宣芝， :t輩塁 し.

正力、?ざか与7年内的元主 畢笠(7)運賃さ しかた主1¥，tちこむ戒告の ，ま司:・布l堤に尽さら。

このd:う忍即断け弘前7的 l与3島存在三かたちづ、くうと日た〉すパ、 Zc乃知覚d百u二，をうす 3以体7解のよう f亘書量J吃問角乏がたちづ‘〈五に/-:J， E品約T的 尽姐賞候1J".

当初〈乃切前広，むの J う芯穿 ~þ: f+ C、~ 二とに 03 うか?は請されたときに&い。

再形(昏住)c乃内側l二，祈たに)1¥阿部左かたちつれぐ 5く図2-10)。切断にぶつ「問 l堕lJにむかつて延長さしれていくのきあろう広ぜ〔主治河的思〉知堂民主lユ，

当主πの併7計7的怠)す品キ2:tJ7 U l'友か此たこの新しい宋I¥.i'菌i差(阿向!の斡〉思.むのよ う尽く端会'f7尚志事象の主鍛とし之~ ~ t7c乃さあ今た。知堂M託広，rr? 

のあリゴまと.宿似己、あ ~ (をう 写sよう に叩さ汗があるのだ〉ーーかくし 7，をの勿ユ堂稜旬Tらずの 宰定からの翁勿f'2・あるにちがい 1手い以上 Id:. )1Jtr堂i廷で，

当初の指向百'::J(d.'5品ヰ

尽か疋らfJ1¥ ...キ缶

二以降，毒児lユI¥.j'酌作用の尽ゲにとらえら仇た取りさの，

虫色1雪之に.

~，、 三八‘、主事えた的中手五切 lユ.量以降"二乙む l芯 f手いの

た巨‘知堂議E:.rタト簡¥Jペとたど ll¥ほ‘ずもので‘

E並に湘iiす3てま ，

すた~~b ち ，の三k..¥G積五色芝川1白畏 く図 2-8) t二

のlJ..ずに易障が危笠

113という事実目勺芭

ヲ解左包むには.

をめようfâ.こ ~'d 可能で隠 1\ o 事与えの産主主I'J青白
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話マきあ否刀、ら，

国向〈図2-qーむ〉(芝山がいかにちありモうにい力、に獄、みて毛i阜市A 二ζ (:，J;~ 0 す bニと l手.

lビ関縄芳、の E与が、tメ、因果推論?実
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しかし.にEうJiとらしH主力、李し*¥.7d 1 ¥ 0 

にmU¥. H')¥)¥ (あ a1;¥ 1手，

事実性をのちのか、， ftp， 

(し力、

人嵐の再在性格E堤史している。平案ごの青良広成

尽のうちに陪どか主¥J¥.ているか二

ふうとすちと. (自〉廷が‘いかようにt ゴ障さ‘

たとえば・えが事tEむかえちという事弘正直通し

3 再辛拭‘.互いに背反す~ IS¥たつの喫柊かち広 3ょう怠震実性芝与 Z否

二の官夜か匂事ぎに8Ftlうかとお~。

ごのこと 1'k¥=ピ.得い)

客昆王主三志の一ーのあい 1でに肉、I1.す d=C-のとして 、認訊、E

たちまちっさrのよラe:毘種に:呈蓄す5ことに817三、きう理解し主う z ず~ ~， 

f也o-z.・Cろ，る宅三の，
Z 藍 ζろ鬼主性の広、たつの契干英訳、 ~ñt三由に J詮反してし立う

ひきつづいてをの亨主主'E 3 島プ汁 ちょう足、際民主I~'

L自)予とを l{1.自信1):'と〉之つT会専の途絶といっ亭亀主だからさ同 d!>

して ts，

三:..lll1示、，

ことヒし亡の.

め事~c' ðう~c

き思いの lユ.

当の主mvヂ(

とl¥う国経少〈ヒ老 E套怠危ちで-陪 ，L直~b 7ユ ~L

?三しかに主慢の臥たちをとし之司自主ミ・あ3ことモ，

岳モ〉確b¥l:-L J:うとして1:;，

一一認識が，
:t-I立や迄frLfcH¥q酌~塾長 σ1笠鎮 l立.

二LI¥.t天¥芝H¥rJ-. なにゆえか?2量の現隻性v"とりわ付注目に色す三の lユ.
自令問、芝 山吉、あ ~o 主観Jð-..，終描宣崖主p'- ら区究1\ .:1 IXlてあ~ょうた与モの官から，

さ邑づ~ E /~む四づ什?r~いうことが‘否主主主く主主ゥ之Yì~くあえてをのよう忌不尽

間是主と怠ってt¥三主鼠E茎.1i1t寸け

20f-三ぴコ?と!二，自C;J与し1つ壱吃うした積図の件に!手みだし之

芝tnゆえ，いか sI，..¥)。理包犯すl1iIi f三l三.

ょうとし之壱，

豆、う

の 2 主の頂主性の芭かさ往生の実在的想通T主主乙 1笹停の問的øf!量桂~拭麦錯す

説ち・?五・来事ヌ・紅l晋，芝の他ー:患の註生理案f7'¥生産呈しうるの

という 0'>Id.. . 

祉会、の司民不良均〉芝府、らLEすうえで勺

.，J' 30 し z e-踏まえ色 lす ~rL r;J.‘忌01ユl¥i世イシトであ毛二とに.

人閣の本来尚己可徒't主(危っ之.

を φ積回の07.ナミ子基し手ゥ'2.墓古{ブ汁をのが lt¥.之し 3 うことに1&-3た、3うo
2ノ
乙一連の往生括行ち包か('s.丘しう五の苦，

る刀、ちであり.

を~J仲主観さ日尽くてあるき匪えで・あり.右萱づ‘r-rら Uし高主主l.E:::!H't.. F-: r立すの bのほ，
ごのそ盆こを丈九二社主め扇情1えと全湾、と

この~錆の色。、にあ" ~\ z:で・あ IJ，主】

二ut 'é主民主づ、汁 l手し手が自ら広zだ茎琵乏づけら~fð.. 11 t-主民1Z~ 主阻自l;; 1 .J"
の回じ‘共同2‘J五三のだから o つ急リ ，

この友錆のう乏に. 亘百の主主的耳目立作用
ごのよう尽藍託卒、じ乃こさtt¥.てしまうのさあ玉。 5ミ‘色のJ-..刀 z文・・ムtJ'、のとし2..

互関空づ.円 五当CろをのZ与のであき。

局何点と局同月三をとりむ亨 dぐとれう t¥みさ，国県佐酌作芹げT
モ2..1..1-¥D食l， 

乏 υltこえ在しであ~ょう

阪箆阜の斜面芝~、 こã. ~，モ<l八、りあ、ち之 t\ くこと忍のた、とす(，j'\..ぽ二

をこ M~1三めに Id-.. 認哉、の現主主ずら明り臥 Tð-工爪之 e ‘ 
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fð..立三否縛J厄忍君主主的主見きら研ち芦し之<~しかノ注は忌 l ¥" 仁巾uun防、

の官掌三r，ユ このよう広産融 Efc主人とかくぐり夜けようとす~ 塁手宣苦闘!こ~ ¥ 

手きとこ 3花17i浩ち之 "1~官)

わたし!ユ (諸長、恕 1きい 3十芯の〉認哉、ということ I~ ありえた手~¥し E きたあリ

モし怠 LLと乏えた-})1ス・'J， ¥ ¥と患っ。わ肌lbtruo二たぞ，

ある 7款を~J 解ポ.琵左京と要所』わ U\.5 のきあき。

τ俸を計怠うだけ官。

T将の蓋15失討に徒主ほら 了餌尽. 知任説くの立高〉にを勺て~障を高血 f気

〈とたぐり J~~ といっ、息悼のうえ2‘ C乃ー曹の栴11\E 決定す 3 こと . と解主

~tLた。す 志11J1}‘ 了信作用の全1'$fd:.. .厚手!己主主士ら1二島年σ11三かに主従3自にあし

ちち‘.d') ?こと't.しご. .ra11' U l ;否。 ゴ高草剤。二のよう己主税1尋問さあき工三. をグ〉

全住区， l!' <7¥ .J'うち色主 E生むざ1!:dのぴ?

ここでめ叫しわ同¥..tc手， 可て骨点主ng，仁和:xec¥f'"iM ih.eo代 )'>1)とハうフ、 J く知 ~tl\.

た数きょの島皇室lこ. 想いをいたヲベ、きであるが事し11¥fJ ~ ¥..， 芝日買もち和学干胸元L

tの J'd-. Bf'O\AW~T の不動常‘笠理と L てしら 4l a.. っき・の命題で:éV)~:

(2-13) 主主*次元主閣のコム Jぞケト凸臭色からをじう存ろ、への往左Cろ要
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勺 2~ ¥ d 0 
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ー急性くMìil..\.e(l~)まざ"2.t.保証す Z をのき lâ らい。 しかしわれわれ広 a さち
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まで， ごのd:.?忌不動魚笠1望小包さき江主主の sp号に注目し尽門hロ:・市ら王子1¥

理由 J"d-. Tdr:::s? モ爪「み， いうまさ e1与<. ゴ解E. をのよう区芝豆急的T三=ず

/レの Jこにcητ て，時虫可 Lふっとす 3 t=. ðiζ、 あ ~o いま， 阻 2-1i-a)また!三 b)

に'"二!~t.. <: e月三ょう己3.a.&~. 

ヲ解cu-. 現色一~号俸高是

G. ~ ']手 f主として， 定式化す三と Ldう。方言と. 三 島 市，蓋率的!亡、 上e!fc7l I結

11、としての性主主 εモ怠えている=とに 頃づ‘か[，t¥.否。 ここ力、ら， わし¥¥.的i札 lユ.

不動点包ヲ霊の!馬絹芭壬また :Hl弄にE思して妥当す三三とに広三う. と沼産して砕き

ことにしぶうふ 9~'{ニ， 3'匙に関し Z. ただ'1つの平華Il点f?"s7i.et2， . と芳三え

7島幸づ‘片に決l-ta二否ぺ‘ささあ 3 ことに1â~。 乏し"2， 片フたしのみ~とこち，

の不動7点の寄在=芝府，認識、にまつめる主普畏m問実に， !事ti'怠ち広1¥"，

二の見解のい砕す ~L こ 3~Mらがにず三 l二1fJι 不安打帰以タトの之こ芸在、吉良平

炉、~、のようにはたらえが乏. まずいみてお乙八・・芝だ‘3う，ヰラち主人を二をtd-..事

震ιの了縞プ円17¥‘hこ7dfb I-t¥..て l¥~o 与俸問、事梓徒にまさ箱IJ\ ;:t wt三1之向か之，
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しより害良的広 εの) f1"， 宅再1本魚の筒l により主観酌1ð-éσゅへおち h汎Z く3"~ -

1.Eaキづ、円 Iユ， 事免を， E→u-LE) '(こいう定、しにおいて把悌三r~ れち，芝山 E 、

古興"á勺 7ユ怠慢乞/主侵J7)~オ仙寺としてうIíヒグ，"3ニヒ乞忍圭 ~H)rrである~ F-E'l. 

3解づ‘門E 支え 3知唱tIi記Id.色色に詫泉主以三ので、，芝うし之之らQ17三主慣向芯

εめといえども， ~ 1フ笠う深い 3緯，ずけσ1(1)'-Z'‘ lま.d:リ主回負勺T;;.cの八王ヴ、

色ら耳:・転苦 し之しまうしがた手1¥ " (認識、の恩 1¥むし之 I<J.，ヲ能f夕、与えミらこの E

→ ぴ(I:)の之、・レ乏.いわば並立にたニYケリ主主ナアら， し17'壱そu'q=気ブ・ 7ナ信 1¥二之

官。) 一一ごのよう怠lt4l¥~対照さぜ三芯ら I~， J齢に示円 s手動街、のちつ塙

畏To.レ¥.Jtt; a'-た， BI=¥ら訟と (d-~ 12' 3う。 3侮 lユ，高年のをににあ玄あちゅ:;毒

気 に指 し之 ，J高率づ，IT E::亘じ‘て乏・ レ εあてが‘~\.を こ!こ対丸 ζ苅社】互指定ëf

5二と ty.'， さき 5ーーモ二市下首7品さ、忌いなら o 不動7点三二 I"J-... 吃のよう7a}J.:号泣

fこ作聞のさ星川ち 1¥ところさ‘あち。をこ l手たしず 1-=阜T4:の向きありたしかにす鳴

が作用す呂場向きあ E ようにみえ立か、ら，芝二でのゴ~づ‘汁ld-， c、人怠芳し ξ

う訴 Fざすことが‘言、ミ:iO¥¥た劫 I二，自ら Eをこかちらま 1ci-1a-方=乙がl忌¥¥。つま

り >を こさ‘の"5解除 . い刀、広三封書t~主ヘち自ら ~j玄7ちさぜも二'Lの花子1 ，ょうB

I~助作用、こ L τ ，い~tJ口、防也fð.三主鼠Y乙し之，存し 21\ ろ。をこ尽，封年 i仁作

閉がい ~þ IJ:全締りに更追~b L札~J.う7J. J主問，自己担軽ft的ち匡邑駅~\くJ:; c、 E

Aをのili.魚ヒ往墨寸 3二と訳、さ、さをうで‘¥¥ P.訳、ら‘ついに芝こ八 rd到りつくこと

のか廷のぬ極北をある o 偶然た~主三野えの色王丸町fd.... こご cr邑1¥Z 存ずるう。

このぷう Bただ1-つめ 1三割点附，与俸のちす恥隈来|沿高i蓋σ息詰誌に，危置亨3

のさある。

ここであ、芝らく，つぎのよう怠疑尼1折、呈さ Ln~c・ 3ろ弓う一一-3"解に関してこ

cdょう広平和~OJ"ß-aË 承認、す 3 ことr.J- . ~!I更古惇埋左みちぴ、くが，芝宅-;7ðけ

れ日了奇怪芯神可決見習に盆互ひらくことには底ら&1¥0'、あろうか T

;了俸が‘誌議、とれたよう怠たのであu¥.ば つ立 1)，聞か昌三偉E!9盾存正室た 3ち

迫乏し悶 0'<寄か実佐的尽 1き色蚤E-"2.主喜屋臼陶l八乙巴良92>ように lユたらく作

用 l芯めであ仇 Id.、の~掴 I立 t っと t 伝たの 7ざと畠っ之(，\川。認訴E固有にヨ千

三フ国匙の穂臥，た官、ん.不動点に封応、すき無稗主笹乏の存在e. い司:、札に江占

廼 定L之し aW1~け ut は‘怠~7ðく芭ミ; 't.二 Zにある o ~ここ 3 杭\3 僻fã.，をの

ぷうFs-壱のさ /J5-1 ¥ 0 玄白与と l手. /~酌事えの金色がかたちづ‘く三 r~'酌作用で、
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d.>d。を UUD之. 才昌平α 尽かに誌~tと よ lま且 m. てよい!志たらさ芭 JF.と的ぎとして;

~， 芝こさ lユ ， 主~くG-~そうのフ tヌ‘認諾X互tア E ちづ、く 3 のき E 尽く . d: 7三ちiえ

(fJ.- ~tα) t実関前εfナー た℃つい く 言のさ を~，ê，. t\ 。むしろさ主に芝山らを ， 3自主q

fj.が己、，認訊、とと e仁サたち寸、くろ i凡 s0) ~'(1)) ~ロを爪らを芝lf\.らと し Z eちラ

しめてい 3積主的広生鮮tfi.'，間空軍之され三パ・さ毛のであ~ヒ毛え協は芯ら己

L ¥。

3侮をめぐ五銭鉢にihl¥て ，トfコ¥.f¥.Ih l-tl f芯，手妻打点のちtt.~ ， F-:人仁 3簡の宮

1東芝し之のあリフ5ホち巷説主した任、けさ・あヲて i更し之.不動日誌に前広とする 1心的

要存の再1ic王でを elユじ怖から想定し之し手ヲ1::.Lh汁 Z白はな 1¥二i:tこ，定包し

てい正だきたい。このよう志保持の積快IJ.. 5'鎮の本世に~'I:こづ‘〈ものだ . と

ちうパ‘さ否あろう.. :r解は.事免のi塁強にととヴいミいるがち，事実Lの琵しむ

いと二 3 (.たとえE・1 末f¥!、稽直の底点〉から.いき 1ユD勉湾ミきこと/;Jむきに孟 1¥、
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ヲ侮rd-. -のように全住とし之.主慢をたたえ之あ‘り.自己回一性(下街T府、
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定σ寺実存を乏7吾え2¥"¥ ~o l~首q相点、内特色短芝このように畏孟亨ことの百三ヒし Z.

レ竹 Ul¥DLt¥..fd.. l \'，'自ら自包囲一位が震ß.l{)~\. ~;黒色ヒつ1\之"6.一定の i問誌をう

ることが‘芯きる，ヒ毛えきパーきかεしれ厄 L¥ "す巴l1J τ) 手前7 市、定理の ~r現E

とdニζ によヲ z 3~尋σ1 芋全ヤ持lをの色坦の尽か j二. \~、由 1与自己目ー壮7犬、夷

尽l1i1ft ~之さ肌五歳色の干足取E 工ぐ、リあてふうとす三割下7が〉 芝 LI\. さ、 まち~。

aef'， ぢ解1メ縮11、として内主主的性貧乏うし存 q 之しま守壬専ら. (ý、う~~

であ 3')1ナ? たヒえほ\I~\酌領共、が珪方告に(毛理的 に) ~~大したとす取は℃

~~像情境俳句穐I1、三iえさ・あきと「ユ('z.. ~く 1引) -世界市阜侍忠克子1)，心長引苅渥

Td-りによフ之実蝕芝 ltl之しまう街皐，か之司て I負手があ 3認のさ‘r;J..弘文のよう

にj手たらい之し立う芳毛色であ~..をのよう尽ときに fd.. 手前7 府、の寄庄の一主世

か:17~'LI'\. -z .主観7戸穐憩〈危II9a-=コ乙 I二品孟のか老し¥.-¥¥.忘い。

J~写ßけたと之縮小言、fd..(J.I \仁し Zε ，高専 lð開~色小ち乏のJâ-，5 ペの連続『写

良さあきとす 37忌ら， 月との干良1)~，・平野球、のち丘/:J.保証エ m 三〔む宝 2-1ラ〉。亀

島Id--.た Lかた育写とであ芸(易体感 • I~\あt領夙‘!こ対して.協和7的ち地質併ι内外

事8によゥ 2与えらll-¥Jうか二 三l.t¥Iユ 併問¥'二百果でわ 3，広ぜ、なら.端肯1酌江

町君主乱主!よ. IJ d v従完からやってくる句ユ貴1詳しの可1片で‘あるの足、すら)。 しかt

問zぁ3 (主事実の連鎮の定型ref，.の二ら亨点)¥J'高互の内fJJIと唇7す三〉、 モI.l'¥に、

ち毎!三重無写~'-~、晶玉はす‘た. (現1主之島民f気とが色沼周:百芝T突っちの Zまらlまう

3串id-f'n-;干呂田塩専f気としてあ3-ことに7d3うが，佐沼周祖旦段、乙広.1.7t:L員

i皇侠号待」を いうのた、から)4 芝こさトrし{;， 1高専fダミ豆R慢吟にたと、ら肌ちこと力Y・

7ろくら 3 存ら，色己同一'民た~宇野市、内高圧!ユ(企定常、とし之Q ち〉全く(完

吉正芝川臼(I亙つ之し立うが，立の Eこぎに)手，すぐ尽くとをテ易保常'...f7¥法孟ししてし

まうて I¥ ~Idべ守・ 5め~ - ヒ邑え三一- -" 

}f)爪附レ1'-の古書写図A，'Iユ.IW的縄玲め問的措盆のー長宅三種伺・ i童相ち見絞り E

与土芸と隠!!，p\K三。とくにニのか~ Id-.. 主習の白迂間一往左. I¥';喰自主対署eJt:1乍

閉め陸路E与がたち(.e = U-a) )とし之国王戸ざすことずで、 ミf 三段色、.有司芯~

~'" 

35 

司ド

ざて，この節の長?をに的 H\. わ ~I\17"周う Z'h' <パ‘き fユ， ゴ解乙し之毛寵:11.-1¥.で

またこのように王 I~\的領域の混rt. t芥 ~~á こ主主のこと邑径の，夜間きあるか E

し肌外-J僻の民主~. 7d-にゆえ，豆島づ、片ら爪巳ぬ宗主の也くにして.県佐

に生U 之くるのか? '7(，1¥ Id.-. 人閣のいか7ð~昔益性(u，nエ.VU、soJ s ) をあ 三のが

? 

ひ~つのお Z 大工し之あ、当らく，く長信対平にt志1É\)性〉板色にJ.~-eのかrぁ

づ f三。この理解にふ ð ヒ.人聞の I~酌閃ちが高段にしていくすべ、での夜間Iユ，

より足柄芯~:t;のから与り主時怠対称ペとをの定白E長持主 Q: Z いく司 I~\的17

菱11の本性!二 crパ、'21::;2::.めら仇 b二乙に7J.~ 0 この芸品玲I-=/d.... dト3八、.芝乙二三

が~ð が，しかし‘いくつかの信、吉批判すベ、ぎであるように思町川喜〈蕗爪 E

1司ワワ])。 ここで仇梯点!こ肘し之さ之~ニ L I:l-. 対称妙・皐隔八うつヲ 21.1く ζ

いうきい~ T}¥'， 橋区efd.砕いこと，私窓口ユZうしたごと I;f.あリ乞 Td(1こと-

Z夙ち。 ζ忌也、降ら，亭雪、の湿銭β二よりり十郎，より遺障1ヘ℃ひをの Q'工U¥る

こと l手，怠いのだがち。)

~フ肌トtn!'lの毘鈍 l二.J:U\.思\を uuユあくまで . I~'酌作用の自己累η日起が高ま否

二乙 ，あ、J..ぴ，知堂魚の東京体系自に再商武二rlH.いく二 Eこ一一一様じ ζ ち之江

l'-e的領決~')乏の閃八白かっ之島長fにし Z いくこととして，殖さだ、工Lt¥ちこてに

怠ヲた。芝こさ、，的仇lbL{¥.にIa-. :rしあたりニのよう ~l~的祭主玖、の高島fヒ E あ

る亀の必忠之し之静Q する穣金、17¥".， $(、悪さあきように~~bれÒ-o ~を=宅、，暫主主

台マヒ. フぎ.のc主うI之島フ之あ、ぃ zeよか3う). 

に二;二号民力1;J.昨日働/統合八日たらす q

j o-163 舶 は 自らの怖/鮎の時にも之つ“いで

し-----.............--竺三日ヘ℃っくり危す。
'"'------...~\旬、-~

上の〒-1'::'..'‘臥.易構t](‘自己乏ま餌づけ.園高の時間ー笠間芝た存えた也黒と

LZあらレわけ¥2<~ことを.きと毛徒庁に暗tt:し伊ヨモので、ある d 記号自étTf手，

J解 Id."かりさ蒔く，作為や柔県芝老差IiIf.づ‘11ð ょう疋~/島俸にあらずびめ具わ

ー一一一一一一一←ー一一・一一一ー一一一一ー一一一一ー一一ーー一一一 司ーー一一一一一一」
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ってい~恥汀ヒし乙毛えらは\ Z ~ ¥ ~ 0 bê号貧乏 11 の肉ちをきで~L. 明定す z こと

「京事佐静全体左通じ‘ zi1L究二r似三千 -Zc-、あるので，二こさはた下三限金布、11

毛紹介し之あ、くに之む ME:い。

(たE、ひ E つ，ここさありうぺ、き代表的怠民間にすキして.博んの見通L~ 与

えてお、こう一一自在司令i11T/保全ヒ， 鳥色cろ摘、世~Jiミ存走，~~孟との問~r志，どの

ようにs，.."'"ZI¥玉のか? "3解I::Wし之い Zぱ¥境悔の保色の廷穫lユ. ゴ自主と

いう冨在えの怠りたち全保の 0.1>'C. 乏してとリ防庁. 不主力点(自己悶-'T主)~ 

i誌点とすちとまうたL了解σ1荒川落差Eに.安現主u'¥乙l¥;与 d を L2. 事注工ろヂ7協の

芝夜、rl-.ます‘匂曳践の廿7断く息色と場権像之の令訴〉とし Z つ1¥ -c:、個別的存

対款を指定し，~黒(=与惇)ε話セの主要よ !J 7忌 ~tCろ のよう に杷鴇す 3こ

ととし7...，知見立v¥.2 l' ~。を U\. ゆ之. J 鮮がうみ巴、可I~由同室(寸志川-S.

t!""黒.(f)-J;び(自さ 3阜往時主)は，急告の令跡/市長色が実I足立取た正義・果2、あ3

と色う代、さ fJ-のであ、る。)

3 
内三童に論尽する二とe.. 平野の主題Z しJ う。

首1EあのI芯ピ 0ちで，宇宙一一事免例主重量の縄乙いう直島f住の全体ーーの稜&e

与えr-"L.きに，実l広三肌ヒ同時に，化宣の怠存の司能l↑主モ:;6た亨c::に与えち

れてあヲたのは.明らかきある o 事免の全住i豆閉めなかに‘あるひてつの回取

lf1Tâ.来 I~\I~主1;]\'高圧し，をのことにあ、いであちひとつの島体が‘ち圧す~の官、あ 41

ぽ，そ胤と全く間 U論理にあ、い之，岡敬広葉I~II住t，.: い<っかち在す ~c 二三に

広をは1ヒ周ピ怠?ざけの与醇-rts-在す喜とええ 1ユ円レモロ，-fcきら 7忌いの1"d-.日日白さ矛1

:5ぅ。つまり. 県降E. 主事雪之の蓮鏡存 l; に~つで際会J的に構成す五以上tð-.，事

危の複数吾frt三同 Uく税阜、的に議成し之.ー闘にざしっかえないけ〉什官。 Lか

L. 島悼の:祖員会トaと t\う事悠1タ-あ à 良佐にいか怠~:eのとし之あちわ れてく

きのが乏Jtてあ、くこと fユ.また完100r戸支としてのごう之l'~Q モレnゆえ 二こ
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で:乙リあげ三め I~~ 担~写仁 e じぐ l手1ttm、の形周ときヲー が百!恵ど[ r.=-己主う』ι-

f1E吉の町能'~主ーーす志向ち，あ:;'ó-とつ臼主~ß ， い rr にし之匂の主自民フ)&E:

E 乏u¥.乙がとれ，祖豆にたi与を Eつにいたきめか， 三こいう疑問に尽か怠ら1与IC， 

卜Jー-------\---、~戸、--- ---------戸、-.--........--\....------. ー、ー""'--戸、~、--\J 、~~------\w〆~ー -~\j司、--------戸、ー(‘、、~ -、

;…一抗日目閣の芯かで立の叱平jtFii1
j 東 Eo i 

j tラ-2) 戟吋平伎が島悼の刷、性に之らえられ否之を に ) 

; 排除拭肘Ud ; 

める草寺!会前E当¥0)換俸の Eこころ八と 11¥j主す五仕方ち t 貯;題としと主l寸れほ7J.ら 広

L¥.， モのち、と毛ありI.?、以1そ仕芯としてます割方契すぺ‘きさ・あるのか;¥佐琶の争

体f弘であると畠え占う。

むめよう局場権壱~ r.三 L かにある忌んらかの 寧誌として，そ こ八 ~iè しごい

るにちがい危い。をレれゆえ.をの J うTJ.~事基(自体) Eかたち〆ゴ、くってい 5事

実からの騒令T く昌宏 C乃連鎖〉庁~ R ;J. pミ~ (当の息免と)幻宏1¥の息待ハと 7長及

してゆき，知賞線とたLって， を切長1~' 種主に時実芝爪 ~l\ こま爪るというの

:c，言わめてありそう后ことであ 3つ。たとえ仕，わたしか‘註がある危宣σ1

魯ff-E邑毒したり，触知したりするというのち， ときのようなこ之の、 1削さあ

る。をうし z:.Jト否乙.自停の竹乙E問、を川としてみとめら爪るのには. ~'こ之い

つ之干思議るとこ 3 "G.むあ否ほ手 E 芯いし.雲寺島σ1 干~Hi外注という主華道"Ë.住

怠の事律問‘・そのτ角平にとり=む乙して ε.当然、至荏のことを lユ怠I¥力、， と11う

ように思附臥Zζ るか tしれら1¥_、刊世界に協同らゲに，今哲の人11-"往d.フて

いる"のさあ~"

しかし" 1:.ち芸人のごと，このような見弘さは. )~んのみかけほかりめごと

に亨ミ!--a-~\<J多 1をの相互タト在と l け事誕fd..ま的 mてあリ β、川た，往生の豆本

的怠穫ネ自の 1:J京、きあり尽~.ち. なまなかだ予見号 E善也つ片ぬ，替えか・たい主主争

の夫葉芝回目l亡例ぐらi:t:E.詮周の要茎のlふう E<J-十ぜている。を切さ主‘どが‘た I¥ 

ところを.あ乞て辱的してh爪尽:うこうさあろうーーゴぎに昏俸"0efl五とみら

れた εの I""J.，ま ことに現俸をあったの力、? 〈息〆年がみ干の、らを察局とととらえ.

一一一一一一 一一一一一 一一一一一一一一一一一一ー一一一ー一一一一一一--一一一-"-一一一--
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て二に自さ昏 1淳ì~をつく 1) 7d-す二三官、c;:ぎたの lま， 昏偉が?白専の尽かに事交の

慎限のi亙泣Eた'e‘ることがき:tたからむあ勺 R片肌ど‘七‘〉 自己怠ちさ'~伶芭

(ftefrす 5身体〉の浪色には， をの填俸復lユ，いつ 7といむのよう志良砲によ q

ご. 芝\1\ヒ L 之みとÒ"\t)肌，â-ぢ fヌ~\本く填住め切をえf長さ"J\ ~ことを.慢Æ宝

lれるのさ'，OI'l3っか?

く陀zの) r'{， tt.;~~ につい て 思いめ ぐ りす二L.t}."も?ずしい グ)1只 モtl¥..ホ， (rえ勺

さ汚るこ とか弔l斥¥<7-Td:-IL iこいつ辛f互に白夜 Lょうロ ずおlη ち ます‘し吃~の)

町三かせ i n. とし亡喪主すきホらこ E乏~. (1向セ芭の)~急詩 f尽3良7かJ'\γ吊 7か芥刊l札IへLて矛あ1 ろ σσの‘)下だ三、\ v

三 ;?~r三 1ちじ‘二工、芳、τト芝訳、，幸干芝 tt¥.. ts..いのであ 君、」 ここ~畏}わしく Tc>..... "2ハ35の

rJ..， f包吉の'1-1主 た ιとお)ましい包の知支Fむか危はll¥.て， J唱の芯かた往呈を

丘グl~ ì:こいうこと， その二三こむほ芯くて， をうしたむ賞代1"f.'，尽か Td.らぬ Uf!.

冨の〉事 l孟め寓能(:¥，cで‘あ?ミっか主、うか， という二とむのだ‘。

い勺たlし 'n!宣の由時間Jど lさ，む勺 1=-cI工下主力、あわ7ユいちのの Jうた di

え5UfZ言だとかをめt:{r'1tだとかいう1灰色、か、い存九五 Fcろだ，主二琴えよう乙す

ると. をI!i.fd.と‘うして1;， エ σ1 自己の~色と間三写(7) 1亡、酌問主 E 芝巴えた7ミrt:ニ芭

Z:'あらゆは;'7dちぬだろう o 'lこころが¥ ごごか‘モすすしい。壱し、 f巴言の l¥!.'豹内

室除、ただ‘ぢに阜ミ(の I¥:"許タ肉ち) }::: t 7とら芝 11にちのち三、 Zこす~1:二、 を1.1¥1ユfで二宣(

のlビ的同宣)で尽尽く三ご自己くの(¥.'，'13.勺内ち〉々 、あち二Y二に忌ヲでしきう。d:た

t L. 示E色の 1\:.，'到肉事が・自己に )d.~ < a さ能さliLたままむよ局三めだ、とす d'1::. 

竺\.1\ザ I~'的内き(芝を与えた危芭) ~あ 3 というこ L~ 自己 tt・ E主主で:=::!3 建白

o， 7ちくた与ヲ之し主主う。乏し C. 1討ちかの也堂氏E陀芭凡さめ3とす'b1'島jユ，

U、りを Fうの定刻l仁をとゲく乞のだとさ主宰うしか_ 7d<尼 4 て Lモチ l¥をうであ

~Q 一一ごの消tð-，い Eくい尚氏τlé 苦しゲ11三.> f定はこの巴程Eむう l功、活

リ夜‘けようと， いろい与芭PJ、に主 I~ 互主bたCろた‘か‘ 1 山たしの矛l'd-之二二ろ. を

σ}作まび‘工首尾にIユこ八だと l手五ラたくを勺 ζ皇l\実生~\o モこ ζ.lf.> l{lyh仇 l立.

彼の芭て1:;:話設の直長に混入りするがm91二，この間遣に潤す~}þ1-1vD爪のいち

おうm昆取，)e..呈万三しとおようと思う。

(8惇もっとを三重昭彦苦のをあ'brJ.干の， .ftt.芭グ1 再配 ι~~了解すちこ之) V( 

二のようおE廷につをおと主爪~の l手，ち与 3 ん ， 足、 J零炉、あ否栴定♂方法的準
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局Ir之欣開しようとす苔とこちから，乏しでいる.0'CHt，¥s:.:己パーの')J足気言ピI¥う

(:t.. ^ I手，日町在E尽をのc.，互胞に与えら以てあ ~E の ).σ) ， M証主主婦旦みあトbt!:によ

ゥて.世界E南険しようとしたa 長長主的に二のよう怠こと 1吹田宮~ 2:' (f)山口・，か

尽らずしも問主之さ"fd. 1 ¥.:!:三寸、容の毒素と色んさ 1¥~ような‘ 1\ Hiゅ三L白黒酌也

薩にもとイく匂主及、市. (J昆集色白に)1i菅直之した韮毛Eのうえにm.定JiN..之 t/¥.たこ

とに怠3めだろう o し力、し た全尚与I豆電77"このよう尽仕方言明2王与をののよ

うに浩司司従きあ吾けと‘うか， 11)たしg士山尚て疑問にあ'cっ之し¥d.oむし 3.

色念的口戎実「ユのよう志仕方で・グ1同位存寝室六百T能性fずら昆根立 ~rl Z Il ~. 

ヒ考文言 A'、ごf尽のさ降、7a:1¥C苅た‘ろうか? 主主主専は.也被的E三原理乏しずず

γJレ忍巳のの力左 f:.-tJ、リ f;}.tごち〕茎E乏デ庁ょうとす 5のだが，をcη ょう尽発作

の 19，玄室そ!illiJ-.恨ら Lれ <':1¥~.， ・ L同〕高成・芝 Lt\ 2>.0 r手.F-ttだが(]互に「手たち L¥ 

ï:: l\~) 3Tt互ヒ尽力、得t;ef'， ゴ員専のむこ〉にあり 3解の会員、'E:.1e主りたたぜてい

吾岳九の全信〈卑邑〉ずはあリ丈忌 l¥。わたしの nde号主周詩"の竜理尽，を

のよう芯単純品仕えさ・註念的責支モ干E~すること伐i主I-hないであろう.と 1 け

仮説酌忌前震のうえに. 'fとうて I¥ ~o 4o右ぎた弐にしつつあ3 託号室国一託

会 t予 jレ「手，乏のよう存 jbラ〉にのっとヮで~金工尚早m実めたったち E、切

開す 3ための tめきあ手。〉

実停車，高庄の毛主従たるゆえん広， をの件勉lから ~r手，現悼をかたちイ〈三主

宰雪之を芋にと 5 ようにの~・きこむことが二三 E をち i宣~h 7ユL¥ ....というとこ 3に

，a1ra (二こち， ¥{J ~I し仰 U~， I~ 的特柄、のことを.色蹟!こお 1\ Z 1 ¥三。) HL.t<;-

5<2rl éもま也i 旬霊平孟式、の風撃を，わ I.tÜb~\U煮の掻図「二.@芝 7ユお「してみれば;

こうをあちう一一げ辞芝陣リF.:.r-せ三〉絶lトの阜市 L不断定手、〉広，一主主的右、

あき，ゆえに，ひとつ内乾J'V'積立主く島龍) 11-，ただひとつの芋計府、(主習を3と
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に~τ:三下(イVヘ---------..... "'-ござ三~ηrうさ三三三ど~三士て三三竺士三竺~
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りE、し-z¥ \- るの4だ-:.- --~T\う間続柱、して白丹市、自分の7曳E自分の尽力、につく

「た、から，自EτAヰεあるー岡元闘にか路黙のうちにつゲ保た1-1¥て 1¥きことが，とのペい E~をの尽，)た巧がち<ft-I{l品、，非.訂需にP七のきあち，自f巴の事昨内Lfd-./

芝川自佐畠fミf与と 1\ う関係f7\.\l~・6々領主その存7:>....に括協して}\ ~二 L 1J"_ 自分」車悼の&.スト Q'q:r ~\fc自りにTJ-.たら自代Eσ1写耳障l表E うれE‘ef当α3解釈¥芝lt¥rd-. 

砲と・人間m栴f室長さ:dラミ与をこち，て 1¥ l ¥ 0 I~'的活折1の情危さ:あり.降乏Rr3絡がうみ在、す色-arJ¥~ Ll¥ /'::. R.し Z.しかし，きあち。くf乍同台、合 ζ ，

ぜ呆σ)T<与がにをの位置会士等 B 皆n昼~'#I~ f'C.的色七のさ・あろ。自fセζ現時九段向に/-;:子，

3角.Itσ)ヰ亘主主的兎巽 E生三 五ム閤た向、広らずを 1dえ三k1守、の.人手E揺さ区，玄館r=.reチ，平尾宰耐忍矛壱f5均1~手 tt\.cl\3 d-.このよう「三，互主ζ才 to>と Jトえ多。

中川代的 /J院沖 I~Hヒ的怠 2 契夜、か，3解の，をこに.Ieト，を Lれゆえ，図きあ玉。あ之之 Z将棋生児、約 7忌;ば;~~.島!主的祖互勿ー在ヒ 1¥う.う1-=.'一ーをの矛塁訂正

自己ヘ人株高三互依，申!、と~iヒ的主主空事長ヒ f手，のがちがたいまま来みつ1¥"21¥三。由来し之いふ高折'áY lc与境障にらさcl.~ょうどす Jきと三 3rこ，

をめま向 1)にえノ¥荊三芝あくまで、七NI直にして a併用係づ‘什三、五s白科、くi人形ο3解之いう I~、酌作間広 . 一方 ζ、 ， 作用芯あろ自分自Ë\に図的ミという直モ回

1)事壮 (selr-町民山叩屯宝c) /3 人祈、/一 一 之 l' う墨色た告事保fえ(毒物像、〉左京置づ、片三ょうた与-c(7)c‘~むうして乞三の 3罫干づ、 rr日手哲ト1)乏し f五I¥ Ii) 1:-. 

この人死高是7にまE，fiちle4J1(，¥ rt t抄[;)..U!. i民 ~)d-，3ζ こヨI-=-.c-見らゆ叫にて I¥ ~-o をの韮直に白 E回 1時十主主主かくし t 勺之内三(よ閣の賀詰かけ，けに I芯れがた~l\o

Lたt夕、っ"2，色遣!C乃 居開去にあ、 1\ て写当す~，普通ぬ広島悼の送勢づ、 汁 Z、2う') ， 自己プすK ての)~ヰづ、汁!五二円点 ζ筒簡がよ月三走、ラう。〉と息lh4"¥.ミ;tJ)'t;，

〈溢に自宅を.往車。人来t:.，0モヒ l二3供与寸‘片 3ある柄史α&危左蕗えき之 γ，，~に沼周して7解作用が色".，自告主ピ C乃立うに自 E規定す芸ガ、.す厄 h ち.厚手，

人=のこと f二あ、い Z.あら L十ヲ肌てれも。というところ/=-.よ う にkl1こしく) . 民主主まさ."F-:..'e'りフ〈すこてのさヨ持1¥モこの自己規定l主ce フ~-e. い ~o

とい託金、の， 2 主ζ乃環実性r=~..， F-三〈府J言、す 3ゴ解の塩図z.、あきー，稿、亀;主l立.と二3の/ヤ之あ‘いた。)主筈te閉空豆乙.LE.ときに，。ε.ih 1-ことを.前時で・，

え~。かえをの dうl二台主:11酌に自己にずか山名うとし τ.ざ自主ro-.モ三う一方 6'.か‘，

'0でーにいく色、かのべたことか、五三(人新〈櫨i主窓ら&'/こ県惇図式につ¥¥ Z I"d-. って直棲的B白己を l立高

主こ I} あ之す、 fÓ. 乏ちら乏争照す~ぷうにし?¥ q=:: R' :r 1.三¥¥ c.~，1忌1m，tJqつ5のき，二のd.うに肌之 LミJ}フ。

bl， l::/q73 e J) .. ) 自分乏乏3解tJ....し之.
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c=小酔Ia--_腫号~1主的作間 tr t? 論。 去す 15'/ 組主主t!: Z~'蒋としま苛ー)あ dI~á勺怠f軍用。畠芝
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5 す怠Lbち国仇巴〉白舟.色己白鳥

(易要旨ι仇児午前脅し〕

また今?をひきつゲ 1¥Z採用 Lせんと〕すろ記号主主 ! 1DL1LレtJ仇~.、以工の1\:、主たり .
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間三主主主そ三千、 jレの肉支!こっ 1¥2 ひとことさ要倫す三主主ζ底、，っき‘めようにさ

え尽・ d¥-¥ : 

ロ;三J4Li何百ニ二二五二三:~l
j 局同県左色む全涯をとしての. 記号室間きある。 (

(トー--------~\、一一---~_.-- ~~--~----一一 一一
担上の7伝接合主皇fj.にこの論議全往左約畠す三三にふさげつし¥¥圭束三、7月五三三二fユ

い 0; やたちむこ 3 に琶取立川よヴ。~ tl¥.ra. 山県tf)LJ¥. C乃理誌にあ、¥¥ 2.，往生を

f之号室間乙しさ司三ヂ‘Jレ積時ず代、さことを.の庁、之1¥~o yhたしl"dぺ二胤 T'¥ 弘

之つの主戒を積氏しうちと， f&手、~'" !i'gc号主間諭d の与が否企之ら ~I\ d-互

の吉弘!d-.あげさこの合主n~*たすき t=y， の Eの F乏二乙色っ 2 と主\¥ 0 

ー・砂4砂~

《筒武》

文体についての五干の註邑

ここす簡足首勺仁この蒜究が正し之¥¥'3r，女注工の!、ちサ3しい;寝Zしと1¥主

主ト見f-r，I¥Z. It-し匹、ステり投自民してJi、く尽うがぶ1'¥だ、3うd 二の文章吾.主主に

ゆ之助たしlユ文偉よ身不在合芝伊主しで 1¥~のが?

あ3 特定の方?五や主工味b'~ を l.nにぬ主的しい主1浮上司一室't生E 唇ゴとてr 1>'1.. .sと

しZc，を L¥¥.ほ広たリミ主之めことさ・三c， ~o (二三号， 支偉 Y 刊、之 tケノ頁Ilf支，

主章作法や下室詳上司攻巧α たぐ、い e~，買にゐれてい己防庁2・広れのfd.-~モミん

のことだ。医1遣とし之いろの広，主投芝、をの主張勾内実s¥'事Et吉9'ミ語性質(

たとえほ、，結ろφ人芳に砲芝ゃ、伺J倍、q設定〕を異えたもの八とっくり駐しを

c乃よZ、.畠授の全世主乏芝LJ¥にふ才肋し竹妾兎之しその夜序正毎兎す三日の八乙

紹介あげ忌ご Y二. t.与のz.. ぁ三~o) をUl1さがち，斡Z事実証主義、には局主宝実主E主室長

の丈俸があ ~tb 什定、 L ， Mαn.xicm之は !Ylanxi5町内，援会Sψ種差主草もにも

をUlを‘仇乏札Td-りの，主体がを存わ勺乞い 3わけだo ~t.t\ちの主規、を待兎す 3

Tキ之ト炉、，モ加を・机9立体ε若草闇亨三根拠lユ，関白 ldt与のが渇り . をうした
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立1悪E言;8尽す♀ことを乙汀7リfまなずこと弘、ざぎ怠 Il .， -(千キストヤ支障勾タ戸にー江 u “

歳 前、あヲ之，玉川¥~:E.々るというの 2、fd-.s-Il ，もし3"干キストや号q等 t'Ftuま

f与のさ‘ 3うる.)

<::三 3で、， IS 訳号主閣官怠』芯 lユ，支佳品と、めように知I埋立 ~l\ :;;ので、あもうが

? をとの草喝のひとぺであり. しか七 序章 ヒ租当事三都令をは吋 Z1¥吾、今且

σ1 r 先長室間二 社主ミ 』 芝解析して，問題め何 1E-~ 自叱に鼠Ef3. J亡しようと亘、う。

ますT、スグ b'J+rこ色之口・¥ 二二 Z‘ロ"3i:邑Dめ文f手合・ 2ちらIb~ll Zあ、リ.主主段の:主

辰につい 1...2通宜入lヘ芭，)T:J-þーら，つ~¥ I二，d-ぐ dリと円環してt¥:;)。三亙りのを

(，\1.~合、川と仏 ω 夜全自~J注 . (2)見売さ写向向比 ノ (3)U生物持釣論段、叫尽し

う;=tのさ‘，月号と芝、うか; をのをLt¥豆、I，j¥.のいうとこ 31:ユ:

5件

ωE実1本芝、夜急酌に旨L2真、す 30 二二己、聞いら仇三主色梓込f手， 事史(亙

庵尚5--ちの〉、亭毎(事雰~V? f実色〉、事i永の連鎖，宋J~\性，無限往也

宅記簿‘ 掛1伊香勺也貫録.m苛， 事事主の娼亭L 事写ta時平併~" ----~、 &， 1). 

コヘらに」ク之つくら仇.6梗£鼠色直予漬物どこ L之，撃手1左右干良造想史す

る二乙E、じろパ、2九 〈こ二号薪 f4 ld~ 11事二!l1tたちの 工しあた'J思

考可能忌t7の、 とし Z与えら lY¥zV'a乙にすこ号外為ハ〉。 この4うに定

義τt'̂-F-事障が:ゎL代わ帆バ権政向た理解す 3易俸と特合す 3， 之さ

け\~o)

(之〉まちろ害発症に怪色ずa-<:> ((1)の主主知吾、主己主主tiiy~あ三 lお之 1-:::.. . 括弧広

x汎ら LK2r-o) 当訟の島魚に与えら川三ちのちのの，白色的主主食芭之、

民Iitl二与えちれ王様宿三二 tA'_ 1告書在万き司 (=こに .2豊の堤~怯t丸、主

守.~o) 認識、は，首11主苫千種芭八号巨己主Eうど 0~哲 172予五言 1J.".. を肌 ー

は確実E主主兎互南r.=.& ~\。ゴ解は，県 1ヰにます"て両邑左対応プ、門ょっ

とする獄、与さあ手。

l3) j 俸の色き~.芝汎邑íïf-~こし之之リ在、7j.. "5声~0 色急瓜. "5俸を与え

正事詐にf長色し怠いから. (!2.)むな立工した臭ft.~ここと'i!まえさ三こと

~. I \:J-I-すð- ~τ侍φ 色奄:rCJ-，をI.t¥ゆ乞，中f、どめたれ1起政訴吾川し

佐物怖の:糧阻を正フ之刊~<> (事実fd-， e 降、知貨と租用し佐川から



昔主主é9 口r-"&在」と 1\ う性干色色程得す ~o 存在今金住民民t.$. 1こ対して

喧刊7稔邸主主リ?リ T'( :E与え d-Lたえさいい。) 否解tス験再之毛主!Ifl，'の芯

かさ、 1本 (乏)め主役/;Jた人たあs主混としとめ位置乏岳町三o 芝川ち主

民瓜並亙11芝Ul，を二大井 0) ち笥きわ 3ょう怠社色 t主¥7d-リ正司 2いa<>

一一包)のさ註凶 N直良尚早菩当性ヒよ司 2 、白巳 Z袋、高知7Q.ち乾Z、あ る

ことさと主張すち-~~.‘ ー CDの1良企積夜、の在者もとモ半王寺首宅、あ3ニと E

主張0~ 。か<して/ (-1) ~ (3)の品よ!t(;J-，.同援をとげた。

二れら持主のをU\ 2‘U\ t立 ， 持主ミグ1 方 I玄 ~tラつ立?号えの!r障からの 寸程の加さ

tので、五 8'L"dt-てち，よ t¥力、としw、思I'" '>2 H¥ <:-、lユピ、うしてこと立ちをのJ

う博文仕上σ)~治E えらえ在、のず? 5c.鳥とのつきつユミT細工fd...表更と Lての

子キストの'1亙1室主三盆主主しにし之しまうのきG7吾1¥か?

わE し市・・をうした支f孟工のつ守fふき‘Eと3のl手-f-乙L力、l二をUL fc--1}の二戸問主主

忍心之、夜、に計ち{よかl-rtてφ二じだ，とE号、う q あえ之聞芝居あ、d-tJ-L， ~ ニの Aう広

づ :t、lみさr二をガ¥新し l¥v-c.っm支梓さ均三ずt-Llh. k=孟いのであ~..立うした

5c岱ペ1i‘しゃち L八三男白と [d.-ーをう， いうと亡 3内"之主ι乃I史実f↑主刊誌を

週刊うグパ、之!手し 1、。この理解にふレ札と工、，人周か鳥7ま~~，，~"ff，.手芸という事

堂IJ-，ふたつめ契歳、八之今T絡し之とらえら肌 3.u-とつ l手，唯物7論酌り?りす

-f. t;うひとつ広昆史専めり?り=r...." つa.
'
)，荷1主苛ハ守主寸泉〔紅会.あ

忌V，Iユ.g.~勺租互詐在〉さ乙lt\血幹部("之すじなゐ m文住2‘尽とう之\¥とら

え三 l1¥.d工，矛省とうう手足とにみZ主的れでみつ，むし豆このよう afr裂を肌自陣民

往生♂存立芝 l子吾っ"2l¥'&-。社念I手. ~r手(主題:↑主〕♂祖立与トi5:..'t ¥ ¥う iIえ夜さ、

争Eが二=lt¥'ユ，結史問主領践に依初宅f3手包括ー主侍と壱.格ft.0)~混在左希1

在すち敦士Z一文f手とモ， Tζ来存じさま怠l、のさ 3五三三D

たしかにひヒつの飼翠lð~ このよう区、島症の祖亙叫在と 1 ¥うだ友がン〈民

I二1¥まこの子守之ト E終っ之 nd-G乃守主とうさーあ 3というI¥(f十三子め〉ニと Iユ"'-=.J:..

ヲ之，書在と折ちこと 7すきさ 3 モの志のかとうが'‘と 1\ うこと~. .:h 'a-o こと!品。

!エ支1玄己り fõlT.} リ~ ¥¥ゥた色格E支長更する秩序にぶつ之拘ち O:'T'l.t¥.か怠与

すい.対象F二対す 3主怠。宿主主て，蕗琶がち&)"a震はの穐;主と E，業}弘、乏足与え之

l¥3.Z，Jら3うロと2.11¥z; ~直孟削、ら社念乙\'う柁乏をとり匙し 2 し手 117nl¥と¥¥う
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保琵Iま， ~\ 二に.f>~のぴ? 一一ごめ問l'I J. . - 在百ん丈ミす:r'~~\\さJ)~1丈

作業に立しつげ之 l与¥'1を廷の夏通しさき与え喜El7')に， いち丹うじ乃昆自平左搭 1¥? 

わずTd-け~tUð' 0- ら l喜\\ 0 を二 Z'I¥;ま. 二とlef'左， 芝、、 り王子、リ . 下野7きの廼民 話勺e.

径frr斗に2にむひ壬もと、して升 3としよう。す aと こ ~I¥が，fと去の実I主的芯畳

程~.、 活三ことに気rγ 心 (を ll'¥ff..・"記毛主届協"の主表2・あろ。〉 す 芯iわち，

tf工 のち主L乃若台工と . こと 1;;"め存立m 毒往 E二!ムー悲し之 l'~ ('r.~に坦J:;;z

あ♀ ，)から/ T--r全事実 1eJ... 7#:芦至上. こと 1ょに~~可能さ‘あると，言己主 b-(7) 2.、G

1ちいか、? をこ Z、必零r&-♂f手 a 在余をく zたテミこと位、に影、1写すきた均司ヱヌこ2，'

おり . J日[\いみ2併号丈島く格告~0~手危 l二依却す~， 昌吉n:乏f芝、のご1とまニとほづ、

か 1¥) 1::こ-，;;、lηs二ヒ芝良品きこと己・ι1dzナ3うか? 芝こさ‘，つ まーのよう芯

判さnd・うa:.U'tた2 このよう怠拝金 ξきて益性す 3にrJ- 主惇α整色白ー雪上性"E:.t 'tニ

めて特色町持点、や怠慢性に主犯す弓す 3よ 1)t; .む L3 _ (社長こををLI¥ら県

f季五ニ乙付二 ~τ勺勺』をめ尼かをく車協アが、積景して 1\ 3.という F既存のさ、あさが

ち〉こと区‘芝山自島 t毛，を\..11.ら息 f官三世や包金、のありがをのこち司‘'1在Ü')~~占

うに主セ d， というえe)イ lVE.とさ l子うが:β1こtU)し¥¥ 0 乏し Zあ、三らく を

う7fa(d-うが、，下土全理誌に，iE:しいい ift忍の文律との整色Eちたらす f手布γ<3'あ

3，.一一

F古マ号室間前JlId:-. く畠昆〉濃主主主主の障理E 与さこ ミ~ Ed1'lに.高まn¥.乙いる

老のさ・J;~.，.社会，，~、 く色蕗〉拭真正の犠介貢z、 Zう五之亨'h- 7ユら~'~ ヱのよう E

ミ(ti構tc.、f五 〈さ蕗>1支持えの怠体ヤ虫立守主のあいだ'E彪 f生LZ 1 ¥く乙 1¥う室2

1呂志良興すろ号の 2、所ゥて • v住ーの正し1\立佳彦択さ・五~- というハーぎかとし

収め。乏うし怠)I~れ fd.:'. く主主蕗〉が‘号喜一義的tJ.作用車z.L Z lrI(]Ic¥にとぴえとう

託金弘之 l¥うが去を→鵠注すきこと f民、ミ[7J-いから o (.モ LZ ，こl-t\陪~d)之 Z\\

うTaら， 立の最もi兎n患で f斗密主主専の丈合主と福当きあ~.. ~こ乏之三代、主主ラ ε

し仇尽い-Jd.i!'、というに， をの主体高式、Cろも主主イユ，むの立う忠文侍f=でよ.

悶ーのた急百争現黒q、蛍祖.139専苛7持左うつしと 3J.う怠主長司衰序".E:..たかた伶

台、1枚の竜平民主「こ存ちパ‘ Z¥¥ ~にすミt-7c到し程、合ら.芝川らの女危思ど、問、Tテ，

乙キミ珪の支「季五想定し之<TtVl¥.tJ:¥乏の女7誌の〉変異色fCν"o..riぬ江c)とし之支障

上たがれヒミ客1盃Z'd， 3う. と主張してい 3のと昭裁さ、あ 3ぷ、ら司〉

かっ 2めU¥Ih lttの合ち葉1J'~ l'まE額、はわけ〕ちた I Vl (t..A主.1i'為のとま在、f" で・

一一一一一一一一一一一 一_..~
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あヲ芦三ように芦裁が、帝人さ 1¥:喜三と広嶋らずさあ主。認ぎをか病予J.~、a;~二乙

l手f手フ主りしミ I¥之e-
J 行為p・・乏のかわ ') r= 1きると，下京ゥ巳Lhけの号の言、1;7さ
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